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　冬の森吉山は、氷点下の気温と強風が続く厳しい世界。

日本海を北上する対馬暖流からの水分が、強風とともに

一気に冷やされ、過冷却水となって樹木にぶつかり、その

衝撃よって樹氷を形成します。晴れた日には、厳しい冬が

つくりだす白銀の世界を堪能できます。（１月25日撮影）〜�森吉山樹氷平（阿仁スキー場）�〜

極寒がつくる芸術
モンスターが姿現す



市民の生命と財産を守る意気込み

〜消防出初式〜

今年の豊作を祈願

〜ＪＡ鷹巣町青年部の「雪中田植え」〜

　小正月行事「雪中田植え」が１月15日、綴子・大太鼓の館前で行われ、

豊作を祈願しました。 

　雪中田植えは、旧正月に稲作の予祝もしくは豊凶を占う民族行事として

農家によって行われてきたもので庭田植えとも呼ばれています。６尺四方

の水田に見立てた雪の田んぼを作り、稲わらや豆からを束ねた「稲」を植え、

一年の作柄を占います。 

新春の願いを込めて走り初め

〜第３０回北秋田市元旦マラソン〜

　新春を迎えた１月１日、恒例の第３０回北秋田市元旦マ　新春を迎えた１月１日、恒例の第３０回北秋田市元旦マラソンが市役所周辺の市道をラソンが市役所周辺の市道を

コースに開催され、参加者らが今年の走り初めを楽しみました。 

　号砲とともにスタートしたランナーたちは、新年の穏や　号砲とともにスタートしたランナーたちは、新年の穏やかな天気のなか、白い息を吐かな天気のなか、白い息を吐

きながら個々のペースで走り、沿道の家族らから声援を受けて、完走を目指しました。 
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　新春恒例の「大太鼓叩き初め」が１月２日、大太鼓

の館で行われ、４張りの綴子大太鼓が帰省客など大勢

の見学者が見守る中で、今年１年の安全と地域発展を

願い大音響をとどろかせました。 

　叩き初めは毎年１月２日に行われており、綴子上町・

下町の大太鼓保存会のみなさんが合同で演奏するのは

年に２回しかありません。４張り合同の「街道下り」

が打ち鳴らされると、響き渡る大太鼓の大きな音に来

館者のみなさんは驚いていました。 

 

 

　北秋田市消防出初式が１月４日、合川地区で開催され、

消防団員や婦人消防隊ら615人が市役所合川庁舎から

合川体育館までを行進しました。 

　穏やかな天候に恵まれ、鷹巣、合川、森吉、阿仁の

４地域27分団が一糸乱れぬ行進をし、隊列の後には市・

各分団の消防車両も加わり士気の高い団結した姿を披

露しました。合川駅前で津谷永光市長、鈴木由太郎団長、

藤島孝雄消防長の観閲を受け、沿道で見守る市民に無

火災と市民の生命・財産を守る意気込みを示しました。 

今年1年の安全と地域の発展を願う

〜大太鼓叩き初め〜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　北秋田地区交通指導隊連合会(長岐兼雄会長、隊員59

人)と北秋田地区防犯指導隊連合会(畠山東会長、隊員

48人)の観閲式が１月８日、中央公民館で行われ、交通

事故と犯罪の未然防止へ誓いを新たにしました。 

　津谷市長らによる観閲のあと長岐会長は「地域の交

通安全リーダーとして事故のないまちづくりを目指し

ます」などと、畠山会長は「この地域で安全で安心な

生活ができるよう、積極的に活動をすることを誓います」

などとそれぞれ決意を述べました。 

 

 

　北秋田市商工会女性部（和田テヱ子部長）主催の

2011年新春交流会が１月１３日、市中央公民館で開催

され、地区商工会員、各団体長など約４００人が出席

して新年を祝いました。 

　和田部長は「新年を迎え、景気が力強く回復し将来

へ希望の持てる年になってもらいたい」などと新年の

あいさつ。祝宴では商工会女性部有志による「華の幻想」

の祝舞などが披露され、参加者は互いにあいさつを交

わしながら景気の見通しなどを話題に交流を深めました。 

事故や犯罪のない安全安心のまちを

〜交通指導隊・防犯指導隊観閲式〜

景気回復と夢のある事業を

〜2011年新春交流会〜

新春トピックス新春トピックス新春トピックス新春トピックス

2011年がスタート2011年がスタート2011年がスタート2011年がスタート
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■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社

会生活を保障するために使ったお金です。

■公債費：国などから借入れたお金(市債)の返済な

どに使ったお金です。 

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、

監査事務など市の総括的な事務に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、健康

で衛生的な生活環境を保つために使ったお金です。 

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体

育など、教育各般に使ったお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整

備や除排雪経費を含む維持管理に使ったお金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使っ

たお金です。 

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。 

■労働費：雇用の確保・安定などに使ったお金です。 

■商工費：商工業の振興や観光の振興などに使っ

たお金です。 

■消防費：消防や救急活動に使ったお金です。 

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さんに

納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付さ

れたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交付

された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから借り

入れたお金です。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交付

された負担金・補助金などのお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のことを

言います。事業を持ち越すことで必要になったお

金も含みます。 

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受けた

人に負担していただいたお金です。 

■使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の交

付など、特定の行政サービスを受けた人に負担し

ていただいたお金です。　

平成21年度特別会計　決算額

会計区分 予 算 額  歳　　入 歳　　出 差引(歳入-歳出)
国民健康保険 

国民健康保険合川診療所 

老人保健 

介護保険 

介護サービス事業 

簡易水道 

農業集落排水事業 

下水道事業 

特定地域生活排水処理事業 

後期高齢者医療 

坊沢財産区 

綴子財産区 

栄財産区 

沢口財産区 

七日市財産区 

米内沢財産区 

前田財産区 

阿仁合財産区 

大阿仁財産区 

41億8157万8000円 

2億1261万8000円 

2140万3000円 

44億629万6000円 

1億2868万9000円 

7億5269万8000円 

4億8435万2000円 

16億2268万5000円 

3162万1000円 

4億3556万8000円 

4398万3000円 

6514万4000円 

6414万5000円 

197万8000円 

2694万円 

3875万2000円 

1億6816万7000円 

1417万4000円 

290万3000円 

127億369万4000円 

44億6298万4683円 

2億1332万2363円 

601万1026円 

44億3644万5057円 

1億2678万218円 

8億3236万2903円 

4億8248万3460円 

15億579万262円 

3157万4005円 

3億7553万6740円 

4411万6360円 

6549万7385円 

6431万3148円 

197万7109円 

2693万4163円 

3877万63円 

1億6783万6384円 

1418万8145円 

294万7187円 

128億9987万661円 

39億4772万1897円 

2億1252万8276円 

601万1026円 

42億9182万5200円 

1億2678万218円 

7億1903万6347円 

4億8248万3460円 

14億9969万262円 

3157万4005円 

3億7484万4558円 

55万7334円 

237万820円 

655万5458円 

0円 

243万1931円 

637万9136円 

1613万8592円 

296万5250円 

35万5141円 

117億3024万8911円 

5億1526万2786円 

79万4087円 

0円 

1億4461万9857円 

0円 

1億1332万6556円 

0円 

610万円 

0円 

69万2182円 

4355万9026円 

6312万6565円 

5775万7690円 

197万7109円 

2450万2232円 

3239万927円 

1億5169万7792円 

1122万2895円 

259万2046円 

11億6962万1750円 合　　計 

用語の解説 
歳 出 歳 入 

歳入
229億1477万3842円

地方交付税�

108億1228万

�����8000円

　　　47.2％

財政状況をお知らせします
決算
報告

平成21年度　北秋田市の一般会計、特別会計

財政状況をお知らせします
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　※市民１人当たりの計算は、平成22年３月31日現在の人口37,510人(住民基本台帳による)を基にしています。 

歳　入 229億1477万3842円歳　出 224億5475万9810円

予算額 ２４９億３７３３万５０００円

▼　市民１人当たりの税負担　79,089円　▼　 

固定資産税　41,478円 

　　　　　　　52.4％ 

　市民税 
　30,639円 
　　38.7％ 

　市たばこ税　5,043円　6.5％ 

　その他(軽自動車税、入湯税)　1,929円　2.4％ 

▼　市民１人当たりに使われたお金　598,634円　▼　 

市の運営に　80,408円 

健康づくり・きれいなまちに　64,493円 

教育・文化に　　59,935円 

道路・公園等の整備に　53,388円 
農林業に　 
27,863円 

その他　 
88,648円 

国庫支出金

32億2643万5607円

　　14.1％

県支出金
14億3131万2750円
��������6.2％

　　　その他
分担金・負担金、使用�

料・手数料など

28億1256万1782円
　　　12.3％

繰越金
3億3382万9603円
1.5％

市債

13億3,170万円

　　　5.8％

�　市税

29億6664万�

����6100円

　��12.9％

歳出
224億5475万9810円

民生費�

52億2964万15円

　�　23.3％

　公債費�

31億6879万�

　　5263円

　　　14.1％

　教育費

22億4814万7620円

　　10.0％ 　総務費

　30億1609万�

��　　5708円

��　　13.4％

　　衛生費
24億1913万1197円
　　10.8％

　　　その他
議会費、労働費、�

商工費、消防費など

33億2520万4871円
　　　　14.8％

農林水産業費
10億4516万6406円
　　　　4.7％

　　土木費
20億257万8730円
　　8.9％

■
実
質
収
支
で 

　
　
約
３
億
５
千
万
の
黒
字 

 

福祉の充実に 

   139,420円　 

市の借金返済に 

84,479円　 
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　市職員の給与等の実態について、平成２２年４月１日現在で行われた「地方公務員給与実態調査」

に基づいてお知らせします。

　市職員の給与は、人事院の給与勧告及び国や他の団体との均衡を考慮しながら市議会の審議を経

て条例で定めることとなっています。

職員の給与職員の給与・・定員管理について定員管理について職員の給与・定員管理について
公表します‥‥「公務員給与実態調査から」

 37，510 

22，368，126 

349，997 

4，208，401 

18．8

人　 

千円 

千円 

千円 

％　 

※人件費は，特別職に支給される給与、報酬等を含みます 
人　件　費 
人件費以外 

●人件費の状況（平成21年度普通会計決算） 

181億5972万5千円

42億840万１千円

　住民基本台帳人口 

　歳　　出　　額　　Ａ 

　実　質　収　支 

　人　　件　　費　　Ｂ 

人件費率（Ｂ／Ａ）　　21年度 

●職員給与費の状況（平成２２年度一般会計当初予算） ※特別会計職員を除く一般職員 

給　　　　与　　　　費 
職 員 数 

給　　　料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計 

一人当たり 
給　与　費 
（Ｂ／Ａ） Ｂ Ａ 

人 

489
千円 

1，883，542
千円 

 355，618
千円 

720，722
千円 

2，959，882
千円 

6，053

●経験年数別・学歴別平均給料月額（平成２２年４月１日現在） 

円 円 円 

●平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況（平成２２年４月１日現在） 

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

円 

円 

    327，728
　　　　　　円 

 375，303 44歳4ヵ月 
　　　　　　円 

  309，563
　　　　　　円 

　　　　　　円 　　　　　　円 　　　　　　円 

325，283
（北秋田市職員） 

（秋田県職員） 

351，593 413，169 43歳9ヵ月 332，049 372，822 49歳1ヵ月 

54歳6ヵ月 

※平均給与月額には、扶養手当、住居手当、通勤手当が含まれます 

●初任給の状況（平成２２年４月１日現在） 

区　　　分 大　学　卒 高　校　卒 

一般行政職 
　　　　　　　円 

172，200
　　　　　　　円 

140，100 ※初任給は、国と同基準となっています 

●定員の状況・部門別職員数（各年４月１日現在） 

区　　　分 職　員　数 対前年 

増減数 
部　　　門 Ｈ22Ｈ21

●一般行政職の級別職員数（平成２２年４月１日現在） 

●一般職 期末・勤勉支給割合（平成２２年度)

議　　会 

総　　務 

税　　務 

民　　生 

衛　　生 

労　　働 

農林水産 

商　　工 

土　　木 

小　　計 

一

般

行

政

部

門
 

特別行政部門 
（教育） 

（消防） 

普 通 会 計　　計 

病　　院 

水　　道 

下 水 道 

そ の 他 

小　　計 

会

計

部

門
 

公
営
企
業
等
 
合　　　　　　計 

※教育長を含む、臨時職員等含まず 

5 

87 

27 

86 

43 

 

22 

12 

22 

304 

89 

95 

488 

18 

13 

7 

19 

57 

545

0 

△ 3 

△ 1 

△ 4 

　 3 

0 

 3 

△ 2 

△ 4 

△ 8 

△ 1 

 0 

△ 9 

0 

0 

△ 1 

0 

△ 1 

△10

5 

90 

28 

90 

40 

 

19 

14 

26 

312 

90 

95 

497 

18 

13 

8 

19 

58 

555

税務職・保健職・企業職・技能労務職・

福祉職・教育職・医療職を除きます。 

標準的な 
職務内容 

構成比 職員数 

合　　　　計 

区 分  

4．19  

12．24  

30．77  

22．03  

18．88  

8．74  

3．15  

100．00

12  

35  

88  

63  

54  

25  

　9  

286

主　　事 

主　　任 

主　　査 

副 主 幹 

主　　幹 

課　　長 

部　　長 

１ 級  

２ 級  

３ 級  

４ 級  

５ 級  

６ 級  

７ 級  

【扶養手当】 

　・配偶者 

　・その他 

　・特定扶養の加算額 

　・配偶者のない１人目 

 

【住居手当】 

　・借　家 

　 

【通勤手当】 

　・交通機関利用 

　・交通用具（自動車等） 

 

13，000円 

6，500円 

5，000円 

11，000円 

 

 

最高27，000円 

 

 

最高55，000円 

最高24，500円 

●扶養手当・住居手当・通勤手当 

※各種手当ては、国の支給割合と同じです 

区　分 

　６月期 

１２月期 

合　計 

期 末 手 当 

 1．20 月分 

 1．35 月分 

 2．55 月分 

勤 勉 手 当 

0．675 月分 

0．675 月分 

1．350 月分 

●特別職の報酬額等の状況 

区　分 

市　長 
副市長 
教育長 

議　長 
副議長 
議　員 

847，000 円 
624，000 円 
552，000 円 6月期 1.400月分 

12月期 1.525月分 
合　計 2.925月分 266，000 円 

244，000 円 
232，000 円 

給料・報酬(月額) 期 末 手 当 

経験年数15～20年未満 経験年数10～15年未満 経験年数７～10年未満 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

区　　　　　分 

224，900 

199，500

268，800 

234，600

304，800 

274，300

※住民基本台帳人口は、平成22年3月31日現在です 



 

市長年頭の訓示／市長ダイアリー

◇
12
月
16
日
〜
1
月
15
日 

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー 

市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 

 

 

　
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
１
月

18
日
、市
議
事
堂
で
開
か
れ
、副
市
長
の
定

数
を
２
人
に
す
る
条
例
や
市
立
米
内
沢
診

療
所
を
設
置
す
る
条
例
、平
成
22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
提
案
さ
れ
た
、
北
秋
田
市
副

市
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
副
市

長
の
定
数
を
１
人
か
ら
２
人
に
す
る
も
の
。

　
津
谷
市
長
は
「
合
併
か
ら
５
年
が
過
ぎ

て
、
市
民
に
必
要
な
課
題
や
行
政
課
題
、

政
策
展
開
が
必
要
な
時
期
で
も
あ
る
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
様
々
な
政

策
課
題
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
む
た
め
に
は
、
市
長
、
副
市
長
と
も
に

今
ま
で
以
上
の
機
動
性
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
副
市
長
を
事
務
全
般
を
総

合
的
に
扱
う
担
当
と
、
特
命
事
項
を
扱
う

担
当
の
２
人
制
に
し
て
行
政
運
営
に
あ
た

る
の
が
有
効
か
つ
適
当
と
判
断
し
た
」
な

ど
と
説
明
。
議
案
は
、
質
疑
応
答
の
あ
と

無
記
名
投
票
に
よ
り
採
決
さ
れ
、
賛
成
16

票
、
反
対
９
票
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
次
に
提
案
さ
れ
た
、
北
秋
田
市
診
療
所

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
北
秋
田

市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
が
解
散
す
る
こ

と
に
伴
い
、
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
の
業

務
が
終
了
す
る
た
め
、
新
た
に
森
吉
地
区

に
市
立
診
療
所
を
設
置
す
る
も
の
。 

　
設
置
す
る
米
内
沢
診
療
所
は
無
床
で
、

内
科
、小
児
科
、整
形
外
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
、脳
神
経
外
科
、心
臓
血
管
外
科

の
診
療
科
を
、
常
勤
医
師
２
人
を
含
め
21

人
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
、
現
在
あ
る
療

養
病
床
は
市
民
病
院
に
移
し
、
建
物
は
現

在
の
病
院
の
一
部
を
利
用
す
る
計
画
で
す
。 

議
案
は
、
質
疑
応
答
の
あ
と
無
記
名
投
票

に
よ
り
採
決
さ
れ
、
賛
成
15
票
、
反
対
10

票
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、
市
営
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー

場
の
設
置
や
市
営
打
当
ス
キ
ー
場
の
廃
止
、

補
正
予
算
案
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

市
議
会
第
１
回
臨
時
会 

市
立
米
内
沢
診
療
所
の
設
置
を
可
決 

 

 

　
津
谷
市
長
の
記
者
会
見
が
12
月
27
日
、

市
役
所
で
開
か
れ
、
年
末
に
あ
た
り
今
年

１
年
を
振
り
返
り
、
新
年
の
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
就
任
２
年
目
の
年
で
あ
っ

た
が
昨
年
に
引
き
続
き
、
目
の
前
の
懸
案

事
項
を
一
つ
ひ
と
つ
片
付
け
な
が
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に
年
の
瀬
を
迎
え
た
。
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
一
定
の
方
向
付
け
が
で
き
、

前
に
進
ん
で
い
る
と
実
感
し
て
い
る
」
と

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。 

　
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
計
画
し
た
医

師
数
を
確
保
で
き
ず
十
分
で
は
な
い
が
４

月
に
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
た
に

医
師
２
人
を
増
員
し
た
が
、
引
き
続
き
医

師
確
保
に
努
力
し
た
い
。
病
院
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
は
、
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど

あ
る
程
度
の
利
便
性
は
向
上
し
て
き
た
。

冬
期
は
病
院
と
薬
局
を
結
ぶ
車
両
を
運
行

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
利
便
性
を
向

上
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。 

　
阿
仁
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ー

場
が
撤
退
と
な
っ
た
場
合
、
市
の
観
光
行

政
に
対
す
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

市
で
譲
渡
を
受
け
る
方
向
で
協
議
し
、
市

議
会
に
も
理
解
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
、

市
が
譲
渡
を
受
け
る
方
針
で
協
議
に
入
る

が
、
保
有
会
社
に
対
し
て
の
原
状
回
復
費

用
の
一
部
負
担
の
交
渉
や
、
施
設
整
備
費

用
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
な
が
ら
市
の
負

担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。 

　
大
館
能
代
空
港
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の

運
航
に
つ
い
て
、１
月
か
ら
５
回
、台
北
か

ら
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、大
変
喜
ん
で
い
る
。大
阪
便
が

廃
止
と
な
り
、
空
港
の
存
続
す
ら
危
惧
さ

れ
る
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

の
運
航
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
お

り
、
県
や
空
港
利
用
促
進
協
議
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
次
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
な

ど
と
１
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
展
望
も
含
め
て
会
見
し
ま
し
た
。 

▲１年を振り返り会見する津谷市長 

市
長
記
者
会
見 

年
末
に
あ
た
り
津
谷
市
長
が
記
者
会
見 

 

市議会第１回臨時会／市長記者会見

 

　
平
成
23
年
の
仕
事
始
め
と
な
っ
た
１
月

４
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
津
谷
市
長
が

幹
部
職
員
ら
を
前
に
年
頭
の
訓
示
を
行
い

「
自
由
な
発
想
と
行
動
力
を
も
っ
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
」
と
職
員

に
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
限
ら
れ
て
い
る
財
政
の

中
で
市
民
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
要
望
を
、

ど
の
よ
う
に
成
し
遂
げ
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
み
、
市
民
に
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に

し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
解
決
に
向
か
っ
て
い

き
た
い
。
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を
先
送

り
に
す
る
こ
と
な
く
、
真
正
面
に
も
の
ご

と
に
向
か
っ
て
い
く
姿
勢
で
臨
み
た
い
」

な
ど
と
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
姿
勢
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
ま
た
「
今
年
の
目
標
と
し
て
、
自
分
自

身
が
積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

北
秋
田
市
を
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
職

員
の
皆
さ
ん
も
ふ
る
さ
と
北
秋
田
を
ど
の

よ
う
に
元
気
づ
け
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
せ

る
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

皆
さ
ん
の
考
え
を
お
互
い
に
話
し
合
っ
て

伝
え
て
ほ
し
い
。
行
財
政
改
革
に
よ
り
職

員
数
が
削
減
さ
れ
て
い
る
中
で
、
一
層
の

緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
、
市
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
更
に
充

実
し
て
い
け
る
よ
う
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

み
な
さ
ん
の
知
恵
と
柔
軟
性
を
も
っ
た
発

想
が
必
要
。
職
員
同
士
が
北
秋
田
市
の
展

望
な
ど
を
自
由
に
話
し
合
え
る
機
会
を
つ

く
り
、
一
緒
に
将
来
像
を
語
り
合
っ
て
い

き
た
い
」 

な
ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。  

　
そ
し
て
「
北
秋
田
市
の
次
の
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
、
誇
り
を
も

て
る
ふ
る
さ
と
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、

職
員
の
皆
さ
ん
が
受
け
身
に
回
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
自
由
な
発
想
と

行
動
力
を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
な
ど
と
訓
示
を
行
い

ま
し
た
。 津

谷
市
長
が
年
頭
の
訓
示 

自
由
な
発
想
と
行
動
力
を
持
っ
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を 

▲幹部職員らにむかって年頭の訓示 

12
月
17
日（
金
）▽
平
成
22
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）
 

18
日（
土
）▽
七
日
市
自
治
会
長
会
　
市
長
と
語
る
会（
七
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
） 

19
日（
日
）▽
千
葉
和
男
氏
、戸
嶋
秀
雄
氏「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

22
日（
水
）▽
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
職
員
説
明
会（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

27
日（
月
）▽
市
長
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
緊
急
雇
用
対
策
本
部
会
議（
本
庁
舎
） 

28
日（
火
）▽
年
末
庁
舎
ま
わ
り（
市
役
所
各
所
） 

１
月
１
日（
土
）▽
第
30
回
北
秋
田
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式（
中
央
公
民
館
） 

２
日（
日
）▽
大
太
鼓
叩
き
初
め（
大
太
鼓
の
館
） 

４
日（
火
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式（
合
川
駅
前
ほ
か
）▽
年
頭
の
訓
示

（
本
庁
舎
ほ
か
） 

６
日（
木
）▽
人
権
擁
護
委
員
三
浦
欽
一
氏 

委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
） 

７
日（
金
）▽
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー 

平
成
22
年
度
所
員
発
表
会（
文
化
会
館
） 

８
日（
土
）▽
北
秋
田
市
交
通
指
導
隊
、防
犯
指
導
隊
　
出
陣
式
及
び
観
閲
式（
中
央

公
民
館
） 

９
日（
日
）▽
阿
仁
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員 

新
春
交
流
会（
あ
ゆ
っ
こ
） 

11
日（
火
）▽
阿
仁
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
仙
北
谷
勝
雄
氏
、柳
原
博
氏
　
全
日
本
ス
キ
ー

連
盟
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
土
地
改
良
連
絡
協
議
会
　
事
業
懇

談
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

12
日
（
水
）
▽
鷹
巣
観
光
物
産
開
発
（
株
）
新
年
会
（
ぶ
っ

さ
ん
館
）▽
綴
子
自
治
会
長
連
絡
協
議
会（
綴
子

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
） 

13
日（
木
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
女
性
部
　
新
春
交
流
会

（
中
央
公
民
館
） 

14
日（
金
）▽
北
秋
田
市
米
政
策
推
進
協
議
会（
本
庁
舎
） 

15
日（
土
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
　
雪
中
田
植
え
（
大

太
鼓
の
館
前
） 

 

出初式であいさつする津谷市長 

▲市立米内沢診療所の設置条例は無記名

投票により採決 
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ちいきの話題ちいきの話題ちいきの話題

　
台
湾
か
ら
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用
し

た
観
光
客
一
行
が
１
月
７
日
、
北
秋
田
市
を
訪

れ
、
森
吉
山
な
ど
の
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
福
島
空
港
か
ら
東
北
各
地
を
観
光
し
て
、
秋

田
内
陸
線
で
阿
仁
合
駅
に
到
着
し
た
皆
さ
ん
を

阿
仁
風
張
太
鼓
の
演
奏
と
内
陸
線
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
森
吉
の
じ
ゅ
う
べ
い
」
や
「
ス
ギ
ッ
チ
」
の

着
ぐ
る
み
が
お
出
迎
え
。
秋
田
内
陸
線
や
商
工

会
、
市
職
員
ら
が
北
秋
田
市
の
観
光
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
特
産
品
や
餅
な
ど
を
贈
り
歓
迎

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
駅
前
に
設
け
ら
れ
た
雪
だ
る
ま
や

か
ま
く
ら
な
ど
を
背
景
に
記
念
撮
影
を
し
て
森

吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
に
移
動
し
、
雪
遊
び
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。
一
行
は
、
８
日
に
大
館
能

代
空
港
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
台
湾
へ
の
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。 

　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
（
鈴
木
洋
一
会
長
）
か

ら
表
彰
を
受
け
た
、
阿
仁
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
仙

北
谷
勝
雄
さ
ん
（
78
歳
）
と
柳
原
博
さ
ん
（
74
歳
）

が
１
月
11
日
、
加
賀
谷
祥
夫
会
長
と
市
役
所
を

訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
２
人
は
、
県
ス
キ
ー
連
盟
の
常
任
技
術
員
と

し
て
、
国
体
や
全
日
本
選
手
権
大
会
な
ど
の
役

員
を
数
多
く
務
め
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
仙
北
谷
さ
ん
は
「
表
彰
を
受
け
る
と
は
、
夢

に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
各
大
会
の
役
員
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
」
、
柳
原
さ
ん

は
「
沢
山
の
役
員
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
長
い

間
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
協

力
し
た
い
」
な
ど
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
大
変
名
誉
な
こ
と
。
こ
れ
か

ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
て
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
」
な
ど
と
２
人
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。 

　
脱
線
す
る
理
科
授
業
（
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
あ
き
た
主
催
）
が
１
月
６
日
、
市
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、
受
講
し
た
小
中
学
校
の
教
師
ら

が
理
科
授
業
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た
。 

　
講
座
は
、
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
の
取
り
組

み
の
一
つ
で
、
生
物
と
物
理
の
理
科
実
験
を
交

え
た
授
業
を
体
験
し
、
学
校
の
授
業
で
役
立
つ

コ
ツ
を
伝
授
し
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。 

　
石
井
照
久
・
秋
田
大
学
准
教
授
は
「
生
物
分

野
の
授
業
の
コ
ツ
」
と
題
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
、
実
際
に
シ
ラ
ス
干
し
を
使
う
な
ど
し
て
、

混
じ
っ
て
い
る
生
物
の
観
察
な
ど
を
一
緒
に
体

験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
齋
藤
直
樹
・
秋
田
県

立
大
学
准
教
授
が
「
て
こ
と
て
ん
び
ん
」
と
題

し
物
理
の
実
験
の
コ
ツ
を
伝
授
し
、
教
師
ら
は
、

自
身
の
授
業
に
活
か
そ
う
と
熱
心
に
受
講
し
て

い
ま
し
た
。 

▲内陸線阿仁合駅では、阿仁風張太鼓とスギッ
チらがお出迎え 

北秋田市を楽しんで ●台湾から国際チャーター便利用客 

●脱線する理科授業 

▲実験を交えて、授業のコツを学んだ脱線す
る理科授業 

理科授業のコツを学ぶ 

▲津谷市長に受賞を報告する仙北谷さん（左）
と柳原さん（右） 

日本のスキー界に大きな貢献 ●全日本スキー連盟表彰受賞報告 

　
秋
田
北
鷹
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
タ
デ
ィ
が
12
月
27

日
、
秋
田
北
鷹
高
校
で
開
か
れ
、
市
内
の
中
学

３
年
生
ら
が
新
高
校
の
授
業
な
ど
を
体
験
し
、

高
校
入
試
に
向
け
て
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し

た
。 

　
佐
藤
英
樹
・
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
開
設
準
備

室
長
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
自
分

の
基
礎
学
力
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い

統
合
校
が
自
分
の
飛
躍
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
か

見
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
１
時
間
目
の
国
語
で
は
、
高
校
で
授
業
を
受

け
る
態
度
を
学
び
、
古
文
や
漢
文
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
気
味
の
生
徒

た
ち
も
、
授
業
が
進
む
に
つ
れ
て
発
表
や
笑
顔

も
見
ら
れ
、
課
題
や
プ
リ
ン
ト
問
題
に
真
剣
な

表
情
で
取
り
組
ん
で
、
高
校
の
学
習
と
新
統
合

高
校
の
雰
囲
気
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
小
林
ア
グ
さ
ん
の
１
０
０
歳
を
祝
お
う
と
１

月
５
日
、
入
所
し
て
い
る
阿
仁
養
護
老
人
ホ
ー

ム
も
ろ
び
苑
を
佐
藤
唯
直
副
市
長
が
訪
れ
、
寿

詞
と
記
念
品
を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
小
林
さ
ん
は
、
車
い
す
の
操
作
や
身
の
回
り

の
事
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
自
分
で
行
い
ま
す
。

体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
、
積
極

的
に
参
加
し
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま

た
「
ド
ン
パ
ン
節
」
を
歌
う
の
が
得
意
で
、
行

事
な
ど
で
は
声
高
ら
か
に
歌
を
披
露
し
ま
す
。 

　
贈
呈
式
で
は
、
佐
藤
副
市
長
か
ら
寿
詞
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
「
今
後
も
ご
壮
健
で
健
や
か
な

生
活
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
、
祈
念
し
ま
す
」
な

ど
と
祝
福
し
ま
し
た
。 

　
小
林
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
か
ら
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
＆
Ｍ
Ｍ

Ｃ
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
12
月
25
日
、

浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
開
か
れ
、
団
員
ら
が
賛
美

歌
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
披
露
し
、
聴
衆
ら

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
団
員
ら
が
元
気
に
「
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
」
や
「
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
」
を
歌
い
、

ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
「
あ
ら
の
の
は
て
に
」
「
聖
者
の
行
進
」
な

ど
の
賛
美
歌
で
厳
か
な
歌
声
を
響
か
せ
た
り
、

「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」
で
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

た
振
付
を
交
え
て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
次
々

と
披
露
し
、
会
場
内
は
ク
リ
ス
マ
ス
一
色
の
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
全
員
で
「
き
よ
し
こ

の
よ
る
」
を
合
唱
し
、
聖
夜
に
元
気
な
歌
声
を

響
か
せ
ま
し
た
。 

▲新校舎で高校の授業を体験した秋田北鷹チャ
レンジスタディ 

新校舎で高校の授業を体験 ●秋田北鷹チャレンジスタディ 

●浜辺の歌音楽館でクリスマスコンサート 

▲聖夜に元気な歌声を披露したクリスマスコ
ンサート 

聖夜に響く子どもたちの歌声 

▲贈呈式で、得意の「ドンパン節」を元気に
歌い披露する小林さん（写真中央） 

ドンパン節で１００歳祝う ●小林アグさんの１００歳を祝福 
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◆各会場の開館（受付開始）は午前８時です。これより早い時間は入館できません。

◆受付終了時刻は午後３時30分になります。

◆申告相談は、午前９時(※)〜午後１２時及び午後１時〜終了までです。
��（阿仁地区の開始時間は下表の※印の通りです）

◆午前中の受付は人数制限があります。混み合うため、午後の受付をおすすめします。
　また、相談内容により受付順が前後する場合があります。

◆指定の日時、会場の変更を希望される方は必ず前日までに電話連絡をお願いします（�62-1116）。

申告相談日程表申告相談日程表

2/3 

4

木 

金 

8 

9 

10 

14 

15 

16 

17 

18 

21

火 

水 

木 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

 

  

 

月 

水 

火 

 

月 

火 

 

木 

金 

日 

月 

火 

鷹巣地区 申告会場 合川・森吉・阿仁地区 申告会場

本郷 根木屋敷 妹尾館 中畑 大畑 横渕 

福田 新田目 明田 八幡岱 美栄 林岱 

李岱 羽根山 東根田 西根田 

木戸石 増沢 

羽立 芹沢 大内沢 三里 摩当 上町 向黒沢 前野 

下町 大堤 昭和 

小田 田子ヶ沢 松原 糠沢 大畑 二本杉 岩谷 

三木田 鎌沢 雪田 杉山田 

桂瀬 下羽立 上羽立 惣内 桂坂 通り町 

陣場岱 神成 五味堀 柏木岱 大岱 

下前田 鍛治町 八幡森 前田駅前 工場地帯 

宮ノ下 新ノ又 

前山 今泉 

根森田 巻渕 堺田 細越 止 平里 羽根川 

新屋布 小又 

小森 四渡 坊山 湯ノ岱 

日 曜

合
　
川 

森
　
吉 

比立内新町 比立内下町 幸屋渡 

脇神 上野 藤株 小摩当 

打当 前山 中村 打当内 戸鳥内 栩木沢 小倉 

野尻 長畑 菅生 新中 幸屋 岩ノ目沢 鳥坂 

中屋敷 堂ヶ岱 

黒沢 深関 相善町 羽立 

大町 上町 街道町 新屋敷町 

下新町 上新町 畑町 

荒瀬 荒瀬川 小沢 萱草 伏影 根子 笑内 

太田 摩当 田沢 

あけぼの町 岩沢 大沢 李岱 

掛泥 太田屋敷後 高野尻 高野尻団地 

川口 小ヶ田 佐助岱 湯車 緑ヶ丘 蟹沢 

田中 新田中 

南鷹巣 西陣場岱 高村岱 高森岱 石ノ巻岱 

畑町東裏 新町 上岱 大町 横町 真木沢 

小様 小渕 吉田 湯口内 

阿仁地区で指定日に申告ができなかった方 

道城 下杉 

合川 

阿
　
仁 

上杉 上杉団地 桃栄 梅栄 金沢 金沢団地 弥栄 

舟場 泉屋敷 

南田中 住吉町 花園町 

舟見町 新舟見町 

川井 松ヶ丘 

合川地区で指定日に申告ができなかった方 

大杉 裏町 学校通 御嶽 本城御嶽 本城上 

本城下 本城荒町 本城町屋 長下 滝ノ沢 
米代町 元町 西屋敷 柳中 下家下 東上綱 

宮前町 旭町 松葉町 掛泥向 寄延 冷水岱 浦田 大渕 白坂 根小屋 日栄 

鶴田 長野 松栄 米畑 中新田 大沢 山崎 

伊勢の森 中道岱 長野岱 高校通 御狩屋 
東横町 大町 幸町 内幸町 東中岱 平成町 

材木町 伊勢町 向本城 川向 駅前 新丁 

七曲 松山町 新町 横町 大町 本丁 

合川地区、森吉地区、阿仁地区で指定日に 

申告ができなかった方 

鷹巣地区で指定日に申告ができなかった方 

七日市基幹 

センター 

綴子基幹 

センター 

七座健康増進センター 

沢口林業 

センター 

坊沢公民館 

北秋田市 

交流 

センター 

合川農村 

環境改善 

センター 

四季美館 

大阿仁 

出張所 

※9:45～ 

阿仁 

山村開発 

センター 

※9:15～ 

合川庁舎 

森吉庁舎 

森
　
吉 

7

22

23

24

25

28 

3/1 

2 

3 

4 

 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

7

8

9  

森吉 

コミュニティ 

センター 

森吉 
コミュニティ 
センター 

水 

 
10 

11 

13 

14 

15

農業者の皆さん
老後の備えは万全ですか？

農業者の皆さん
老後の備えは万全ですか？

　農業者年金は農業者の老後の生活の安定と安心を

図るために創設された年金制度です。農業者年金の

６つのポイントをお知らせします。 

６５歳からの平均寿命は 

老後生活は、こんなに長い 

夫婦２人の場合 

老後生活はこんなにお金がかかる 

１．加入要件 

　　◇２０歳以上６０歳未満 

　　◇国民年金第１号被保険者（保険料免除者を除く） 

　　◇年間６０日以上農業に従事 

２．積立方式・確定拠出型の年金です 

　　自分の支払った保険料は、将来の自分の年金へ使われます 

３．保険料は２万円～６万７０００円までの千円単位

　　で自由に設定できます 

　　保険料額はいつでもライフプランに合わせて変更可能です 

４．終身年金です 

　　◇受取は一生涯、８０歳前に亡くなられた時は８０歳まで

　　　の保証付き 

　　◇万が一死亡された時は、死亡一時金の支給があります 

５．支払った保険料は全額社会保険料控除対象となり

　　ます 

　　節税につながります 

６．保険料の国庫補助があります 

　　対象となる方は… 

　　　☆２０年以上加入が見込まれます 

　　　☆農業所得（差し引き後）が９００万円以下 

　　　☆認定農業者、青色申告、家族経営協定などの基準を 

　　満たす方 

農業者年金は 
老後生活をがっちりサポート 

加入 
年齢 

納付 
期間 

試　算　額 

性別 保険料２万円 保険料３万円 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

20歳 

30歳 

40歳 

50歳 

40年 

30年 

20年 

10年 

９１万円 

７９万円 

６０万円 

５２万円 

３５万円 

３１万円 

１６万円 

１４万円 

１３６万円 

１１８万円 

９０万円 

７８万円 

５３万円 

４６万円 

２３万円 

２０万円 

≪農業者年金試算額≫ 

※この試算は、65歳までの付利利率が2.30%、65
歳以降の予定利率が1.55%となった場合の試算です。 

お問い合わせ・ご加入は 

農業委員会事務局 

�６２－６６０９ 

農業者年金に加入しましょう 

　黒 与助岱 三ノ渡 黒森 松沢 明利又 上 

舟木 下舟木 吉ヶ沢 深沢 品類 岩脇 吉野 

≪農業者年金6つのポイント≫≪農業者年金6つのポイント≫
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県
内
で
は
毎
年
、
降
雪
量
の
増
加
に
伴
い
、

除
雪
作
業
な
ど
で
の
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

特
に
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
に
、
屋

根
か
ら
転
落
す
る
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

　
こ
う
し
た
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

１
　

屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
防
止
に
つ
い
て 

① 

屋
根
の
雪
の
ゆ
る
み
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
暖
か
い
午
後
は
特
に
注
意
し
、
雪
解
け

水
や
雪
が
動
く
音
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

② 

安
全
な
服
装
で
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
底
の
厚
い
長
靴

は
避
け
、動
き
や
す
い
服
装
で
行
い
ま
し
ょ
う
。 

③ 

命
綱
を
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
。 

　
命
綱
に
は
ザ
イ
ル
や
麻
ロ
ー
プ
な
ど
滑

ら
な
い
材
質
の
物
を
使
い
、
正
し
く
結
び
、

専
用
の
ア
ン
カ
ー
を
使
っ
て
家
の
反
対
側

の
柱
に
結
ぶ
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。 

④ 

は
し
ご
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と

固
定
し
ま
し
ょ
う
。 

　
は
し
ご
は
、
足
場
を
固
定
し
、
安
全
な

角
度
で
立
て
掛
け
ま
し
ょ
う
。
は
し
ご
を

上
る
時
は
、
道
具
を
持
た
な
い
な
ど
安
全

な
方
法
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

⑤ 

雪
下
ろ
し
は
、
複
数
で
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
作
業
は
一
人
で
行
わ
ず
、
事
故
に
備
え

て
２
人
以
上
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
や
む
を

得
ず
１
人
で
作
業
す
る
と
き
は
、
家
族
と

隣
近
所
に
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

⑥ 

無
理
な
作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

　
雪
下
ろ
し
は
重
労
働
で
す
。
準
備
運
動
、

十
分
な
休
憩
を
と
る
な
ど
、
体
調
に
も
気

を
付
け
、
体
調
の
悪
い
と
き
は
無
理
を
せ

ず
作
業
を
止
め
ま
し
ょ
う
。 

 

２
　

除
雪
機
を
使
用
す
る
際
の
注
意 

① 

機
械
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
服
装
で
の
作

業
は
止
め
ま
し
ょ
う
。 

② 

ロ
ー
タ
ー
部
分
に
詰
ま
っ
た
雪
は
、
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
人
に
注
意
し
な
が
ら
作
業
し
ま
し
ょ

う
。 

３
　

そ
の
他
の
注
意
事
項 

① 

軒
下
を
歩
く
と
き
は
、
つ
ら
ら
や
屋
根

か
ら
の
落
雪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

② 

道
路
に
雪
を
捨
て
ず
指
定
さ
れ
た
場
所
に

捨
て
ま
し
ょ
う
。 

③ 

除
排
雪
後
は
、
煙
突
や
ホ
ー
ス
が
外
れ

て
い
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
市
で
は
「
北
秋
田
市
災
害
警
戒
部
」
を

１
月
11
日
に
設
置
し
ま
し
た
。
各
関
係
機

関
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
状
況
把
握
と
対

応
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
総
務
課
総
務
班
　
�
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１
１
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■
投
票
日
・
期
日
前
投
票 

　
○
投

票

日
　
４
月
10
日（
日
） 

　
○
期
日
前
投
票
　
４
月
２
日（
土
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
日（
土
） 

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む

を
え
な
い
理
由
で
投
票
日
当
日
に
投

票
で
き
な
い
方
は
、
「
期
日
前
投
票

制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
方
な
ど
が
指
定
の
場
所
で
投
票
で

き
る
「
不
在
者
投
票
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
３
月
号
の
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

　 ■
学
生
の
居
住
地
調
査
に
ご
協
力
を 

　
住
民
票
を
北
秋
田
市
に
置
い
た
ま

ま
就
学
先
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い

る
学
生
の
方
は
、
北
秋
田
市
で
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。 

　（
居
住
地
の
市
区
町
村
に
転
入
届
け

を
出
し
、
３
ヶ
月
た
つ
と
、
そ
ち
ら

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
） 

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙

の
際
に
は
、
該
当
す
る
年
齢
の
方
を

対
象
に
事
前
に
調
査
票
を
お
送
り
し
、

住
所
要
件
等
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
調
査
の
結
果
、
投
票
入
場
券
を
お

送
り
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
今
月
上
旬
ま
で
に
調
査
の
ハ
ガ
キ

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
の
上
、

返
送
下
さ
い
。 

　
な
お
、
本
人
不
在
の
場
合
は
ご
家

族
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　 

　
　 

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会 

　
�
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秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙 

せ
ん
き
ょ

せ
ん
き
ょ 

　
任
期
満
了
に
伴
う
秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、

４
月
10
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す（
４
月
１
日
告
示
）。 

　
こ
れ
か
ら
の
県
政
を
託
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を

選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の
明
る
い
豊
か
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

４ １０
（日）

投票
日は

　雪害事故防止・選挙

　　　　四季美館　　　２７日（日） 9:30  /  13:00

北秋田市文化会館　２月１８日（金）18:30

　　　　　　　　　　　１９日（土） 9:30  /  13:00

S
T
O
R
Y

写真はおおだて映像計画提供 

問い合わせ 

おおだて映像計画（�0186-57-8367)

ス
ト
ー
リ
ー

ス
ト
ー
リ
ー
 

　
ハ
ナ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
切
り
盛
り
す

る
「
喫
茶
お
だ
て
」
。
ハ
ナ
ば
あ
ち
ゃ

ん
亡
き
後
、孫
娘
・
実
香
は
か
つ
て
の

賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
奮
闘
す
る

が
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
。
 

 　
心
配
そ
う
に
見
守
る
常
連
客
や
仲

間
た
ち
、東
京
や
大
阪
か
ら
や
っ
て
き

た
ワ
ケ
あ
り
の
男
と
女
な
ど
、妙
な
客

が
集
ま
り
ド
ラ
マ
が
展
開
し
て
い
く
。 

 　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
た
人
た

ち
が
、
協
力
し
あ
い
な
が
ら
も
お
互

い
に「
自
ら
の
自
然
体
」を
見
つ
け
出

し
新
た
な
希
望
へ
と
踏
み
出
す
グ
ロ
ー

イ
ン
グ
ア
ッ
プ
ス
ト
ー
リ
ー
。 

　
 

　
皆
が「
何
も
な
い
」と
思
っ
て
い
た

大
館
・
北
秋
田
の
地
で
、そ
れ
ぞ
れ
が

見
つ
け
た「
何
か
」と
は
・
・
・
。 

　
昨
年
夏
に
北
秋
田
市
な
ど
で
ロ

ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
「
ハ
ナ
ば
あ

ち
ゃ
ん
!!
〜
わ
た
し
の
ヤ
マ
の
カ

ミ
サ
マ
〜
」（
制
作
・
お
お
だ
て
映

像
計
画
）
が
完
成
し
、
北
秋
田
地

方
の
良
さ
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、

観
光
振
興
や
物
産
開
発
な
ど
更
な

る
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
 

　
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
秋
田
内

陸
縦
貫
鉄
道
が
全
面
協
力
し
、
撮

影
用
列
車
を
走
ら
せ
る
力
の
入
れ

ぶ
り
で
、
東
京
か
ら
の
制
作
陣
は
 

「
協
力
体
制
や
美
し
い
風
景
、
旅

情
な
ど
内
陸
線
だ
け
で
１
本
映
画

が
撮
れ
る
く
ら
い
」
と
絶
賛
し
て

い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
エ
キ
ス
ト
ラ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
配
に
は
北

秋
田
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
加
藤
治
代
表
）
が
協
力
し
、
多

く
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
で
、
女
優
の

岩
田
さ
ゆ
り
さ
ん
、
秋
田
真
琴
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
出
演
し
た
三
浦

靖
さ
ん
と
中
村
慧
江
さ
ん
（
と
も

に
小
又
）
は
、
「
地
元
で
の
撮
影

だ
っ
た
の
で
張
り
切
っ
て
喜
ん
で

や
り
ま
し
た
。
楽
し
く
て
い
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
〝
銀

幕
デ
ビ
ュ
ー
〞
に
興
奮
し
た
様
子
。
 

　
エ
キ
ス
ト
ラ
の
と
り
ま
と
め
や

乗
客
役
で
出
演
し
た
御
所
野
勝
次

さ
ん
（
下
杉
）
も
「
楽
し
く
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
北
秋
田
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。
」
と
上
映
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

 　
チ
ケ
ッ
ト
は
内
陸
線
有
人
駅
、

い
と
く
鷹
巣
Ｓ
Ｃ
な
ど
で
販
売
中
。
 

 　
大
人
１
２
０
０
円
 

　
学
生
９
０
０
円
 

　
中
学
生
以
下
８
０
０
円
 

大館能代空港での撮影風景 大館能代空港での撮影風景 

クウィンス森吉でのワンシーン クウィンス森吉でのワンシーン 

合川駅での撮影風景 合川駅での撮影風景 

大館・北秋田発映画 

わたしのヤマのカミサマ 

前
売
り
券
 



〜阿仁公民館新春公開講座〜

一人芝居で新春の初笑い

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

学びの広場

北秋田市教育委員会

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財 
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向
山
銀
山
の
青
山
家
の
墓
石
は
、瀬
戸

内
海
原
産
の
御
影
石
で
、善
導
寺
の
境
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
青
山
家
は
江
州
（
近
江
の
国
、
今
の
滋

賀
県
）
の
商
人
で
、
承
応
元
（
１
６
５
２
）

年
向
山
銀
山
で
商
売
を
始
め
、大
山
師（
鉱

脈
の
発
見
の
職
業
と
す
る
人
）と
し
て
鉱

山
の
請
負
や
企
業
者
と
し
て
活
躍
し
、多

く
の
業
績
を
残
し
て
い
ま
し
た
。 

　
太
平
洋
戦
争
時
に
失
く
な
っ
た
善
導

寺
の
梵
鐘
等
は
青
山
家
の
寄
進
に
よ
る

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。墓
石
に
は
、

享
保
19（
１
７
３
４
）
年
、
貞
享
３
（
１
６

８
６
）年
な
ど
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
お
り
、

青
山
家
代
々
の
隆
盛
を
し
の
ば
せ
ま
す 

          

　
高
岡
八
右
衛
門
は
、
慶
長
８
（
１
６
０

８
）
年
大
阪
に
生
ま
れ
、
大
阪
の
富
商
北

国
屋
吉
右
衛
門
の
手
代
（
商
店
の
使
用

人
で
、
番
頭
と
丁
稚
の
や
や
中
間
の
職
）

と
な
り
ま
し
た
。
30
歳
の
時
、
阿
仁
町
水

無
に
来
て
野
山
を
探
索
し
、
つ
い
に
小

沢
に
鉱
山
を
発
見
。
そ
の
後
鉱
物
を
採

掘
し
製
錬
す
る
事
業
に
励
み
、
阿
仁
鉱

山
の
名
を
天
下
に
挙
げ
た
偉
人
で
す
。 

　
墓
石
に
は
、
天
和
４
（
１
６
８
４
）
年

８
月
15
日
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
白
狐

の
化
身
で
あ
る
別
れ
た
女
房
の
お
告
げ

に
よ
っ
て
銅
山
を
発
見
し
た
と
い
う「
狐

女
房
」の
伝
説
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定 

▽
資
料
／
「
説
明
板
」、「
阿
仁
の
文
化
財

そ
の
１
」
▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
　
照
内
捷
二 

北
秋
田
市
指
定
記
念
物
（
史
跡
） 

▲ 高岡八右衛門の墓 

　阿仁公民館新春公開講座が１月１９日に行われ、能

代ミュージカルキッズ代表の今立善子さんが一人芝居

と「明るく生きること」と題して講演を行いました。 

　今立さんは元気なおばあさんというキャラクターの

「善ババ」として、手押し車でほっかぶりをした姿で

登場。塾通いに追い立てられる子どもを皮肉ったり、

嫁・姑の価値観の違いをユーモアたっぷりに話し、会

場は笑いの渦に包まれました。 

　この後「明るく生きること」と題して講演し、いじ

めを受けたことや、勤務していた会社の倒産、14年に

及ぶ父の介護などを紹介しながら、それでも周囲の

人たちから元気をもらい、前向きに明るく生きてき

た経験をもとに「苦しい時にこそ笑うことや助け合

うことが大切だ」と語りました。 

学びの広場

　
中
央
公
民
館「
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
講
座
」で

は
、
中
高
年
者
に
元
気
と
安
心
を
与
え
る

目
的
と
し
て
、
や
さ
し
い
携
帯
電
話
教
室

を
開
催
し
ま
す
。 

　
こ
の
講
座
は
、
で
ん
で
ん
宮
城
い
き
い

き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援
に
よ
り
、
携
帯

電
話（
ら
く
ら
く
ホ
ン
）を
使
用
し
て
初
歩

的
な
操
作
と
災
害
伝
言
板
の
検
索
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。 

　
ま
た
、
安
心
・
安
全
講
座
と
し
て
『
す

ぐ
や
ろ
う
！
後
悔
し
な
い
「
我
が
家
の
防

災
」』も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
参
加
自
由
で
す
。
多
数
ご

参
加
下
さ
い
。 

日
時
　
２
月
10
日（
木
） 

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分 

場
所
　
中
央
公
民
館 

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
で
ん
で
ん
宮
城
い

き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」 

内
容
　
○
優
し
い
携
帯
電
話
教
室
「
災
害

伝
言
版
の
活
用
法
」 

○
す
ぐ
や
ろ
う
！
後
悔
し
な
い「
我
が
家     

　
の
防
災
」 

定
員
　
30
人
〜
50
人 

参
加
費
　
無
料 

申
込
期
限
　
２
月
７
日（
月
） 

　
ひ
も
を
セ
ッ
ト
し
て
簡
単
に
新
聞
を

縛
る
こ
と
が
で
き
る
新
聞
ス
ト
ッ
カ
ー

を
作
り
ま
す
。 

日
時
　
３
月
１
日（
火
）・
２
日（
水
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
菅
原
知
明
さ
ん 

定
員
　
15
人（
先
着
順
） 

材
料
費
　
１
０
０
０
円 

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、ボ
ン
ド
、は
さ
み
、          

定
規
、洗
濯
バ
サ
ミ（
20
個
）、昼
食 

申
込
期
限
　
２
月
21
日（
月
） 

▲ 観客の笑いを誘った一人芝居 

○
「
青
山
家
の
墓
石
」 

◇
所
在
地
・
阿
仁
町
銀
山
字
新
町
44
 

◇
管
理
者
・
佐
藤
昭
春
（
善
導
寺
） 

◎
問
合
せ
��

72-

３
２
５
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『
米
粉
を
使
っ
た
料
理
講
座
』 

地上デジタル放送視聴のための低所得世帯への支援について

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴できない低所得の世帯に対して、支援を行って

います。対象となる世帯や支援内容は次のとおりです。 

　（１）ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯への支援 

　　　[支援の対象]　まだ地上デジタル放送に対応できず、①生活保護などの公的扶助を受けている世帯、 

　　　　②障がい者がいる世帯で、世帯全員が市町村民税非課税の世帯、③社会福祉施設に入所している世

　　　　帯のいずれかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が全額免除の世帯が対象です。 

　　　[支援の内容]　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付し、対象世帯を訪問して

　　　　チューナーの設置を行います。アンテナ改修等が必要な場合は無償で工事を行います。 

　　　※なお、既に申請している方でも年度内に工事が終了しないと取り消される場合がありますのでご　

　　　　注意ください。 

　（２）市町村民税非課税世帯への支援 

　　　[支援の対象]　まだ地上デジタル放送に対応できず、「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けて

　　　　いる世帯」が対象です。（※ＮＨＫとの放送受信契約が必要です。） 

　　　[支援の内容]　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付します。また、チューナー

　　　　の設置方法や操作方法を電話でサポートします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修等は行い

　　　　ません。） 

　（３）申込方法等について 

　　　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省　地デジチューナー支援実施センターへ送付

　　　してください。申込書は、インターネット・電話等で総務省 地デジチューナー支援実施センターから

　　　お取り寄せください。身近な公共機関やＮＨＫ放送局に置いてある場合もあります。 

　（問い合わせ先） 

　　　[支援制度について]　総務省　地デジチューナー支援実施センター　ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯

　　　への支援：�0570-033840、市町村民税非課税世帯への支援：�0570-023724 

　　　[ＮＨＫの放送受信契約、放送受信料免除について]　：ＮＨＫ　ふれあいセンター　ＮＨＫ放送受信料

　　　全額免除について：�0570-000588、ＮＨＫの放送受信契約について：�0570-077077

○
「
高
岡
八
右
衛
門
の
墓
」 

◇
所
在
地
・
阿
仁
町
銀
山
下
新
町
53
 

◇
管
理
者
・
今
井
典
夫
（
善
勝
寺
） 

▲ 青山家の墓石 

森
吉
公
民
館
公
開
講
座 

『
エ
コ
ク
ラ
フ
ト 

　
　
　
　
新
聞
ス
ト
ッ
カ
ー
作
り
』 

▲ 新聞ストッカー 

中
央
公
民
館 

「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
講
座
」 

◎
問
合
せ
��

62-

１
１
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お・知・ら・せ ＝お申し込み　　＝お問い合わせ 申 問 

健
　
康 

　
健
康
推
進
課
　

62-

６
６
６
６ 

問 

　
母
子
健
康
手
帳
交
付 

期
日
　
２
月
７
日（
月
）、
14
日（
月
）、 

　
　
　
　
　
21
日（
月
）、
28
日（
月
） 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い 

　
２
月
の
乳
児
健
診
・
相
談 

   

▽
４
か
月
児
健
康
診
査 

　
期
日
　
２
月
22
日（
火
） 

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時 

　
対
象
　
平
成
22
年
10
月
生
ま
れ
の
子 

▽
７
か
月
児
育
児
相
談 

　
期
日
　
２
月
10
日（
木
） 

　
受
付
時
間
　
９
時
45
分
〜
10
時 

　
対
象
　
平
成
22
年
７
月
生
ま
れ
の
子 

▽
10
か
月
児
健
康
診
査 

　
期
日
　
２
月
10
日（
木
） 

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時 

　
対
象
　
平
成
22
年
４
月
生
ま
れ
の
子 

　
ポ
リ
オ
予
防
接
種 

期
日
　
２
月
17
日（
木
） 

受
付
時
間
　
13
時
〜
13
時
30
分 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票 

　
健
康
相
談 

期
日
・
場
所 

　
▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
月
３
日（
木
） 

　
▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
月
10
日（
木
） 

　
▽
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
２
月
17
日（
木
） 

　
▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
月
24
日（
木
） 

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分 

内
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳
（
初
め
て
の
方
は
不

要
） 

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会 

期
日
　
２
月
18
日（
金
） 

時
間
　
13
時
〜
15
時 

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
） 

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い 

■公民館 
中央公民館      �６２－１１３０ 
【ロビー展】リメーク手作り小物講座 

▼２/21（月）母と子のわくわく広場
＝10:00～11:30 

合川公民館　　  �７８－２１１４ 
【ロビー展】草木染め「あかね会」（２/15
まで）／パッチワーク金木犀の会（２/16から） 

▼２/23（水）米粉を使った料理講座
＝10:00～13:30 

森吉公民館　　  �７２－３２５９ 

【サロン展】冬におすすめ本（図書展） 

▼２/４（金）・21（月）編み物教室＝
10:00～15:00 

阿仁公民館　　　�８２－２２２０ 
【ロビー展】水墨画 

▼２/13（日）わんぱくクラブ「親子で楽
しく米粉クッキング」＝10:00～11:30 

▼２/16（水）・23（水）米粉で作るおひ
な様料理講座＝９:30～13:00 

■文化会館　�６２－３３１１ 
▼２/18（金）・19（土）上映会・地域映画

「ハナばあちゃん!!～わたしのヤマのカ
ミサマ～」＝18日①18:00～／19日①
9:30～②13:00～　　大人1200円、大
学生・高校生900円、中学生以下800円 

▼２/19（土）おはなしでてこい＝14:00～ 

▼２/20（日）Good-bye high school 
2011＝13:30～　　300円、小学生以
下無料 

▼２/22（火）高齢者大学４地区合同講
座「相続のあれこれ」＝13:30～ 

▼２/26（土）読書感想文・感想画表彰
式＝9:30～ 

▼２/26（土）体育協会スポーツ賞表
彰式＝14:00～ 

▼２/27（日）上映会・名作こども映画
会「風の又三郎」＝10:30～　当日
500円（２才児以上） 

■スポーツ　�６２－３８００ 
▼２/５（土）・６（日）第38回北部卓球
選手権大会＝鷹巣体育館 

▼２/６（日）第56回北秋田学童スキー
大会・第63回大館北秋田中学校スキー
大会（アルペン競技）＝阿仁スキー場 

▼２/６（日）第56回北秋田学童スキー
大会（クロスカントリー競技）＝空港
緑地広場クロスカントリーコース 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
他 

 

 

前売 

前売 

予
防
対
策 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
… 

①
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！ 

②
突
然
の
発
熱
や
・
咳
・
く
し
ゃ
み
・

の
ど
の
痛
み
・
関
節
痛
・
下
痢
な
ど
の

症
状
が
あ
る
時
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を

し
て
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
… 

①
激
し
い
嘔
吐
・
下
痢
等
は
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
を
疑
い
、早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
排
泄
物
は
粉
じ
ん
と
な
っ
て
空

気
中
に
飛
び
ま
す
。
ゴ
ム
手
袋
・
マ
ス

ク
等
で
素
早
く
か
た
づ
け
ま
し
ょ
う 

②
食
器
・
衣
類
等
の
消
毒
に
は
、
塩
素

系
の
洗
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う 

　
予
防
に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
を
す
る
こ
と
を
原
則
に
、「
手
洗
い
」

「
う
が
い
」「
人
ご
み
を
避
け
る
」「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
」
、
う
つ
さ
な
い

と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！ 

　
　
健
康
推
進
課 

�

62-

６
６
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（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
） 

問 

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

◎
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス 

北秋田市民プール　���62-5001

※各教室の詳細はお問い合わせください 

問 

営業時間／10:00〜21:00（月〜金）�

　　　　　10:00〜17:30（土〜日）

■プール利用

　小学生　100円�

　中学生　200円

　高校生　300円

　一　般　500円

■トレーニング利用

　小学生��利用不可�

　中学生　　50円

　高校生　100円

　一　般　200円

▼プール教室…………10教室 
▼トレーニング教室…４教室 

各種教室開催中！

料 

▼２/12（土）・13（日）第11回北秋
田市森吉総合スポーツセンター
杯中学校団体選抜インドアソフ
トテニス選手権大会＝森吉総合
スポーツセンター 

▼２/13（日）第１回北秋田市ユ
ニカール協会長杯ユニカール大
会＝鷹巣体育館 

▼２/19（土）・20（日）大館北秋田
高校一般バスケットボール大会
＝合川体育館 

▼２/27（日）第31回県民歩くスキー
のつどい＝北欧の杜公園 

営業期間　２月末日まで 

営業時間　8:30～17:15 

※天候により変更の場合あり 

【無料広場】 

 ▽スキーコース（約1㎞、2.4㎞） 

 ▽雪のすべり台（高さ約５ｍ） 

 ▽雪の迷路　▽雪中キャンプ 

 ▽雪像づくり体験　▽凧上げ 

 ▽ミニかまくら雪灯籠 

【無料貸出】 各種サイズあります 

 ▽ノルデックスキー板、靴 

 ▽スノーシュー（西洋かんじき） 

 ▽そり　▽箱そり　▽雪踏み俵 

 ▽凧　▽サッカーボール 

　　北欧の杜公園事務所 

　　　　　　�７８－２４５０ 

★スキーコース�★雪の迷路�

★雪のすべり台�★そり�

★スノーシュー

北欧の杜公園「冬期営業」北欧の杜公園「冬期営業」

　北欧の杜公園では、色々な

冬の遊びを体験できます。 

　皆様のご来場をお待ちして

います。 

問 

 

　
県
の
子
育
て
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ 

　
サ
イ
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

　
あ
き
た
子
育
て
情
報「
い
っ
し
ょ
に
ね
っ

と
。」が
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。 

　
携
帯
サ
イ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
子
育
て
家
庭
か
ら
の
投
稿

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
子
育
て
掲
示
板
、
子
ど
も
ア
ル
バ
ム
、

遊
び
場
ス
ポ
ッ
ト
情
報
な
ど
、
投
稿
コ
ン

テ
ン
ツ
が
満
載 

▼
子
育
て
支
援
団
体
等
が
実
施
す
る
イ
ベ

ン
ト
情
報
も
発
信
可
能 

▼
た
め
に
な
る
「
子
育
て
・
親
育
ち
講
座
」

も
開
講
中
。
そ
の
他
、
絵
本
の
紹
介
も
あ

り
ま
す 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://co

m
m
o
n
.p
ref.a

k
ita
.lg
.jp
/k
o
so
d
a
te/ 

ま
た
は
、【
い
っ
し
ょ
に
ね
っ
と
】
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
秋
田
県
子
育
て
支
援
課 

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
０-

１
３
４
２ 

　
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室 

日
程
　
２
月
１
日（
火
）〜
３
月
３
日（
木
） 

　
　
　
毎
週
火
・
木
曜
日（
計
10
回
） 

時
間
　
19
時
30
分
〜
21
時 

場
所
　
鷹
巣
小
学
校
体
育
館 

対
象
　
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い

る
方（
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

参
加
料
　
１
０
０
０
円
（
シ
ャ
ト
ル
代
、

傷
害
保
険
料
） 

持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
等 

申
込
み
　
参
加
料
と
合
わ
せ
、
当
日
会
場

で
受
付
し
ま
す 

　
　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
（
金
澤
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
�
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お
知
ら
せ 

問 問 

■
２
月
10
日（
木
）全
血【
合
川
地
区
】 

■
２
月
２
日（
水
）全
血【
森
吉
地
区
】 

森
吉
山
ダ
ム
工
事
事
務
所 

10
時
〜
11
時
50
分 

㈱
秋
田
大
塚
刷
毛
工
場 

13
時
〜
13
時
50
分 

市
役
所
森
吉
庁
舎 

14
時
〜
14
時
50
分 

公
立
米
内
沢
総
合
病
院 

15
時
〜
16
時 

永
楽
苑 

10
時
〜
11
時
40
分 

㈱
東
洋
精
箔 

12
時
〜
13
時 

愛
生
園 

14
時
〜
15
時 

Ａ
コ
ー
プ
あ
い
か
わ 

15
時
20
分
〜
16
時
10
分 

「
は
た
ち
の
献
血
」

「
は
た
ち
の
献
血
」 

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

「
は
た
ち
の
献
血
」 

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、新
成
人
と

な
ら
れ
る
「
は
た
ち
」
の
方
を
中
心

に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

２
月
28
日 

　
　
ま
で 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

佐 藤 あ す む  

市 川 り く  

土佐だいしろう 

三 浦 あ い ね  

庄 司 ま ほ  

松 岡 あ こ  

小 松 り り か  

金 り ゅ う き  

松 岡 り か  

白 旗 み お  

櫻 田 れ い  

臼 田 り く や  

杉 渕 か ず き  

櫻 田 な ぎ さ  

齋 藤 こ う た  

若 松 か い と  

若 松 そ ら  

工 藤 る い  

吉 田 あ み  

合 川  

道 城  

中 道 岱  

三 木 田  

下 杉  

合 川  

林 岱  

本城荒町 

合 川  

駅 前  

東 根 田  

道 城  

中 道 岱  

東 根 田  

松 ヶ 丘  

五 味 堀  

五 味 堀  

林 岱  

松 ヶ 丘  

む し 歯 の な い 子  
（３歳児健診） 

▼12月１日の健診

■
２
月
11
日（
金
）全
血【
鷹
巣
地
区
】 

鷹
巣
い
と
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時
30
分 
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お・知・ら・せ ＝お申し込み　　＝お問い合わせ 申 問 

 

　
県
立
大
学
の
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
募
集 

　
平
成
23
年
度
前
期（
４
月
〜
９
月
）の
科

目
等
履
修
生（
単
位
取
得
可
能
）及
び
聴
講

生
（
聴
講
の
み
、
単
位
取
得
不
可
）
を
募
集

し
ま
す
。 

募
集
期
間
　
１
月
31
日（
月
）〜
２
月
18
日

（
金
） 

費
用
　
①
入
学
検
定
料
９
８
０
０
円
／
②

入
学
料
２
万
８
２
０
０
円
／
③
１
単
位
授

業
料
１
万
４
８
０
０
円（
科
目
等
履
修
生
）、

７
４
０
０
円（
聴
講
生
） 

※
以
前
に
科
目
等
履
修
生
及
び
聴
講
生
で

あ
っ
た
方
は
、
①
と
②
が
免
除
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す 

　
　
　
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス
�

０
１
８-

８
７
２-

１
５
０
０
／
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

�

０
１
８
４-

27-

２
０
０
０ 

　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等 

　
職
員
採
用
試
験 

受
験
資
格
　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者 

試
験
日
　
５
月
15
日（
日
） 

試
験
地
　
秋
田
市
、
弘
前
市
、
盛
岡
市
、

仙
台
市
、
山
形
市
、
福
島
市 

受
付
期
間
　
４
月
１
日（
金
）〜
８
日（
金
） 

試
験
区
分
　
事
務
系
、
図
書
系
、
技
術
系 

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
申
込
み 

▼
就
職
セ
ミ
ナ
ー（
秋
田
市
会
場
） 

期
日
　
２
月
17
日（
木
）
※
事
前
予
約
制 

時
間
　
14
時
〜
16
時
40
分 

場
所
　
秋
田
大
学 

60
周
年
記
念
ホ
ー
ル 

内
容
　
採
用
試
験
の
概
要
及
び
採
用
ま
で

の
流
れ
に
つ
い
て
／
各
国
立
大
学
の
概
要

及
び
業
務
内
容
に
つ
い
て
な
ど 

　
　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採

用
試
験
実
施
委
員
会（
東
北
大
学
内
） 

　
　
　
�

０
２
２-

２
１
７-

５
６
７
６ 

　
安
全
・
安
心
・
便
利
な 

　
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す 

　
秋
田
県
で
は
、
毎
年
ご
指
定
の
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
し
に
な
り
、
大
変

便
利
な「
自
動
車
税
」「
個
人
事
業
税
」の
口

座
振
替
納
税
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。 

　
申
込
用
紙
は
、
当
県
税
部
の
ほ
か
各
金

融
機
関
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

49-

２
２
１
１ 

　
花
輪
線
全
線
開
業
80
周
年
記
念
事
業 

　
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集 

募
集
内
容
　
花
輪
線
全
線
開
業
80
周
年
記

念
事
業
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

ン（
カ
ラ
ー
）及
び
名
前 

※
記
念
事
業
以
降
も
使
用
す
る
予
定 

応
募
締
切
　
３
月
11
日（
金
） 

表
彰
　
最
優
秀
賞
１
点
（
び
ゅ
う
商
品
券

３
万
円
）／
入
選
５
点（
沿
線
市
町
村
の
特

産
品
） 

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

h
ttp
://h
a
n
a
w
a
sen
-n
i-n
o
ro
u
y
o
.o
rg
/ 

　
　
　
花
輪
線
利
用
促
進
協
議
会
事
務
局

（
鹿
角
市
産
業
部
観
光
交
流
課
内
） 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

30-

２
０
４
８ 

　
自
動
車
の
登
録
手
続
き 

　
年
度
末
を
待
た
ず
に
お
早
め
に
！ 

　
年
度
末
、
秋
田
運
輸
支
局
の
自
動
車
検

査
・
登
録
窓
口
は
、
例
年
大
変
混
み
合
い

ま
す
。 

　
特
に
３
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課

税
基
準
日
（
４
月
１
日
）
前
に
名
義
変
更

や
抹
消
登
録
手
続
き
を
行
う
方
々
に
よ
る

駆
け
込
み
申
請
及
び
車
検
車
両
の
増
加
に

よ
り
大
変
混
雑
し
、
申
請
者
の
皆
様
に
は
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
状
況
で
す
。 

　
自
動
車
の
諸
手
続
き
を
ご
予
定
の
方
は
、

年
度
末
前
の
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３
月

上
旬
ご
ろ
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局
（
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
） 

�

０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
２ 

お
知
ら
せ 

申 

問 

問 

問 

問 

　近年若い年齢層で多発急増している子宮頸がん予防のために、その効果と安全性が確認されているＨＰＶ

（ヒトパピローマウイルス）ワクチンの予防接種を国が推進したことを受け、市では対象者に平成23年１月

より全額補助することになりました。　 

　子宮頸がんは発がん性ＨＰＶの感染が原因となり発症します。このウイルスは20から30歳代の女性から

高い頻度で見つかっています。ＨＰＶワクチン接種は性交経験前年齢での接種が最も効果的とされていま

す。ただし、ＨＰＶワクチンにより予防できるのは全ての頸がんではありませんので、20歳からの定期検

診と合わせて子宮頸がんを予防することが大切です。 

　市では、接種対象者を中学１年生から高校１年生の女子に決定し、下記の内容で「ＨＰＶワクチン 

予防接種」計画を立てています。詳細は、今後対象者の保護者の方々にお知らせします。 

子宮頸がん予防ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）�
ワクチン接種がはじまります

問 

申 

問 

北秋田市では
全額補助します

平成23年３月までの計画

対 象 者　平成23年１月18日現在、北秋田市に住所を有する高校1年生（16歳相当）の女子 

対象年齢　平成６年４月２日～平成７年４月１日生 

周知方法　対象者の保護者には、ワクチン資料予診票等を郵送してお知らせします 

接種期間　平成23年１月18日から３月31日までの期間で、必ず１回以上接種してください。残りの回数

は４月以降に接種しても無料となります。ただし、この期間１回も接種していない場合は今後の補助対

象にはなりません。４月以降に接種希望しても全額自己負担での接種となります。　　 

平成23年４月からの計画

対 象 者

平成23年４月から、接種日現在北秋田市に

住所を有する中学校１年〜３年生の女子 

（平成８年４月２日～平成11年４月１日生） 

平成23年４月から、接種日現在北秋田市に

住所を有する高校１年生（16歳相当）の女子 

（平成７年４月２日～平成８年４月１日生） 

周知方法

▼平成23年１月から４月に、各学校の保

護者への説明会を行います 

▼申込用紙等（ワクチン資料、予診等）は

後日お渡しします 

▼北秋田市以外に通学している中学生の保

護者には、郵送します 

対象者の保護者には、ワクチン資料予診票

等を４月に郵送します 

学校を会場にした学校医等による集団接種。

ただし、北秋田市以外に通学している中学

生は、個別医療機関方式での接種です。　 

<集団接種方式>

医療機関に予約して接種します。接種医療

機関は説明資料でお知らせします。保護者

の同伴は必要ありませんが、同意書と予診

票を記入して持参してください。　 

<個別医療機関方式>

接種方法

接種回数 初回、２回目＝１ヵ月後、３回目＝初回から６ヵ月後　合計３回接種します（上腕の筋肉内注射） 

接種費用 自己負担はありません（５万円程度の接種金額が無料になります） 

平成23年４月から開始予定 平成23年４月から開始予定 

接種時期
（例）１回目＝４月、 

　　　２回目＝５月、３回目＝10月 

学校行事や受験等を考慮し、10月には終了 

（例）１回目＝４月、 

　　　２回目＝５月、３回目＝10月 

10月には終了（冬期間のかぜやインフル

エンザ の流行期を避けて接種を終了します） 

健康推進課　�６２－６６６６ 

　
市
が
所
有
す
る
財
産 

を
一
般
競
争
入
札
で
売 

却
し
ま
す
。 

【
車
両
】 

①
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
　
ド
ー
ザ 

　
　
型
式
…
75
Ｊ（
昭
和
60
年
式
） 

②
三
菱
　
エ
ア
ロ
ミ
デ
ィ（
大
型
バ
ス
） 

　
　
型
式
…
Ｋ
Ｋ-

Ｍ
Ｋ
23
Ｈ
Ｊ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
13
年
式
） 

※
ど
ち
ら
も
修
理
が
必
要
で
す
の
で
現

車
確
認
し
て
く
だ
さ
い 

【
入
札
参
加
受
付
】
※
土
日
祝
を
除
く 

期
間
　
２
月
１
日（
火
）〜
18
日（
金
） 

時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

【
入
札
日
】 

日
時
　
２
月
22
日（
火
）　
10
時
〜 

場
所
　
市
役
所
３
階 

大
会
議
室 

　
　
財
政
課
管
財
班 

�

62-

６
６
０
３ 

車

両

の

売

却

 

問 

す
こ
や
か
健
康
講
座 

④ 

「
女
性
の
が
ん
」
に
つ
い
て
 

　
女
性
の
が
ん
を
知
り
予
防
す
る
た

め
に
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
子
宮
頸

が
ん
予
防
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
の
最
新
情

報
も
含
め
て
、
産
婦
人
科
医
が
講
演

し
ま
す
。 

　
祝
日
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
小
中

学
生
の
保
護
者
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

期
日
　
２
月
11
日（
金
）建
国
記
念
の
日 

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時 

場
所
　
交
流
セ
ン
タ
ー 

演
題
　「
女
性
の
が
ん
に
つ
い
て
」 

講
師
　
大
山
則
昭
氏
（
秋
田
赤
十
字

病
院
第
３
産
婦
人
科
部
長
） 

　
　
健
康
推
進
課 

　
　
　
　
　
　
　
�

62-

６
６
６
６ 

問 

広報きたあきた　23.　2.　121 20広報きたあきた　23.　2.　1



お・知・ら・せ ＝お申し込み　　＝お問い合わせ 申 問 

 

　
法
務
局
か
ら
の
ご
案
内 

▼
法
務
局
市
民
講
座（
参
加
無
料
） 

期
日
　
２
月
23
日（
水
） 

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時 

場
所
　
法
務
局
大
館
支
局 

テ
ー
マ
　
法
務
局
と
い
う
役
所
に
つ
い
て

「
市
町
村
の
次
に
役
に
立
て
る
役
所
で
す
」 

募
集
人
数
　
20
人（
当
日
の
申
込
み
可
） 

▼
人
権
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て 

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い 

相
談
日
　
毎
週
木
・
金
曜（
祝
日
除
く
） 

時
間
　
９
時
〜
16
時 

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員 

　
　
　
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局
　
　

　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

６
５
１
４ 

　
裁
判
所
か
ら
の
ご
案
内 

　
少
額
訴
訟
に
つ
い
て 

　
少
額
訴
訟
は
、
少
額
の
金
銭
の
支
払
い

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
速
や
か
に
解
決
す

る
簡
易
裁
判
所
の
手
続
き
で
す
。 

【
少
額
訴
訟
の
特
徴
】 

①
60
万
円
以
下
の
金
銭
の
支
払
い
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
に
限
っ
て
利
用
で
き
る
手

続
き
で
す
。 

②
原
則
と
し
て
、
１
回
の
審
理
で
双
方
の

言
い
分
を
聞
い
た
り
証
拠
を
調
べ
た
り

し
て
、
直
ち
に
判
決
を
言
い
渡
し
ま
す
。 

③
証
拠
書
類
や
証
人
は
、
審
理
の
日
に
そ

の
場
で
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。 

④
裁
判
所
は
、
訴
え
を
起
こ
し
た
人
の
請

求
を
認
め
る
場
合
で
も
、
分
割
払
い
、

支
払
猶
予
、
遅
延
損
害
金
免
除
の
判
決

を
言
い
渡
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

⑤
少
額
訴
訟
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る

場
合
は
、
判
決
を
し
た
簡
易
裁
判
所
に

不
服（
異
議
）を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
裁
判
所
で
は
、
窓
口
に
て
手
続
き
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
　
大
館
簡
易
裁
判
所 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

１
６
４
３ 

 

お
知
ら
せ 

問 

申 

問 

雪っこまつり／北秋田市商工会　�62-1850 

フォーラム／米代東部森林管理署上小阿仁支署 

　　　　　　　　　　　　　　　　�77-2422

申 

問 

 

　
次
の
業
種
の
修
繕
の
う
ち
、
１
件
の
金

額
が
50
万
円
未
満
（
内
容
が
軽
易
で
か
つ

履
行
の
確
保
が
容
易
な
も
の
に
限
る
）
の

も
の
。 

①
土
木
一
式
　
②
建
築
一
式
　
③
大
工
　

④
左
官
　
⑤
ガ
ラ
ス
　
⑥
ア
ル
ミ
建
材
　

⑦
畳
　
⑧
建
具
　
⑨
内
装
、
装
飾
　
⑩
塗

装
　
⑪
板
金
　
⑫
電
気
　
⑬
管
（
給
排
水

衛
生
設
備
）　
⑭
水
道
施
設
　
⑮
そ
の
他 

※
①
・
⑫
・
⑬
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合

は
、
次
の
資
格
等
が
必
要
で
す
の
で
、
資

格
者
証
・
事
業
者
証
等
の
写
し
を
必
ず
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
土
木
一
式
…『
土
木
施
工
管
理
技
士
』 

⑫
電
気
…『
電
気
工
事
士
』 

⑬
管
…
『
北
秋
田
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
、
北
秋
田
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
』 

 

　
北
秋
田
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
方
。
（
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、
経
営

規
模
、
従
業
員
数
等
は
問
い
ま
せ
ん
） 

　
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
は

登
録
で
き
ま
せ
ん
。 

①
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助

人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い
者 

②
北
秋
田
市
建
設
業
者
等
級
格
付
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
者 

③
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必

要
な
資
格
、
免
許
等
を
有
し
な
い
者 

④
自
ら
履
行
で
き
な
い
者 

⑤
公
共
発
注
の
相
手
方
と
し
て
不
適
当
と

認
め
ら
れ
る
者 

⑥
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者 

 

①
北
秋
田
市
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者

登
録
申
請
書 

②
修
繕
等
実
績
調
書 

③
そ
の
他 

◆
法
人
の
場
合
　
▽
商
業
登
記
簿
謄
本（
３

ヵ
月
以
内
の
も
の
）
▽
法
人
市
民
税
・
固

定
資
産
税
の
未
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す

る
書
類（
直
前
１
年
分
）▽
希
望
す
る
業
種

を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
、
免
許

等
の
写
し 

◆
個
人
の
場
合
　
▽
住
民
票
（
３
ヵ
月
以

内
の
も
の
）
▽
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の

未
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
直

前
１
年
分
）
▽
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す

る
た
め
に
必
要
な
資
格
、
免
許
等
の
写
し 

※
申
請
書
及
び
実
績
調
書
（
様
式
）
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
が
、
財
政
課
財
政
班
で
も
配
布
し

て
い
ま
す 

 

　
平
成
23
年
２
月
15
日（
火
）か
ら
３
月
14

日（
月
）ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く 

 

　
持
参
に
限
る
も
の
と
し
ま
す 

 

　
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら 

　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で（
２
年
間
） 

 

①
申
請
書
に
不
備
等
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
北
秋
田
市
小

規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
名
簿（
以
下「
登

録
名
簿
」）に
登
載
さ
れ
ま
す 

②
資
格
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
登
録
名

簿
の
公
表
を
も
っ
て
そ
れ
に
代
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
審
査
結
果
通
知
を

希
望
す
る
場
合
は
、
80
円
切
手
を
貼
付
し

た
封
筒
を
申
請
書
と
一
緒
に
提
出
く
だ
さ

る
か
、
４
月
以
降
直
接
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い 

　
　
財
政
課
財
政
班
　
�

62-

６
６
０
７ 

小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請

小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請 

小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請 

問 

平成�

23・24年度
　
北
秋
田
市
が
発
注
す
る
小
規
模
修
繕
等（
50
万
円
未
満
）に
つ
い
て
、
市
の
建
設
業
者
等

級
格
付
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
市
内
の
小
規
模
事
業
者
を
登
録
し
、
当
該
事

業
者
に
受
注
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。 

　
こ
の
制
度
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
登
録
と
な
っ
た
場
合
で
も
、「
確
実
に
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
約

束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

対
象
と
な
る
修
繕
の
種
類
等 

登
録
で
き
る
者 

提
出
書
類

受
付
期
間

提
出
方
法

そ
の
他

有
効
期
間

　市では、皆様にお届けした１年分の広報紙（平成22年１月～

12月発行分）を保存版として製本いたします。 

　製本を希望される方は、お手持ちの広報紙をご持参のうえ、

製本代金を添えて、直接製本業者にお申込みください。 

【製本業者】　㈱秋北新聞社（北秋田市米代町1-48） �６２－１２３６ 

【製本代金】　７００円（税込み）　※製本は広報紙に限ります 

【申込期間】　２月１日（火）～２月15日（火）　※日祝を除く 

　　総合政策課広報班　�６２－６６０８ 問 

今年３月で閉校の市立合川高等学校 

閉校記念誌の頒布について
ご希望の方に販売します

　49年間の歴史に幕を閉じる合川
高校の歩みを綴った記念誌を２月１日
に発刊します。 

■頒布価格　１冊1,350円 
■申込期限　２月28日（月） 

　　　教育委員会学校教育課高校教育班 
　　　（合川高校事務室）�78-3177

申 問 

「広報きたあきた」保存版の作成を希望される方へ

 

 

商工観光課商工労働班　�72-3112

地域活性化フォーラム

『珪藻土の新たな活用による地域活性化』

日時　２月４日（金）　午後2時〜4時

場所　中央公民館１階ホール

問 

森吉山フォーラム＆雪っこまつり 森吉山フォーラム＆雪っこまつり 森吉山フォーラム＆雪っこまつり 

開催日��２月１９日（土）�
◆森吉山国有林公開フォーラム（参加無料）�

会場　阿仁ふるさと文化センター�

時間　10時40分〜12時20分�

内容　▼森吉山の魅力を語り尽くす100分！▼子

供コーナー（クラフト工作）もあります！▼親子

大歓迎！▼フォーラム参加者には、ゴンドラ１

往復当日無料券を差し上げます！（先着200名様）�

◆雪っこまつり（参加無料）�

会場　森吉山阿仁スキー場　特設会場�

時間　10時〜15時頃�

内容　▼豪華賞品！ゲレンデを使った宝探しゲ

ーム▼ゴムボート下りなど、親子で楽しい雪あ

そびが盛りだくさん！▼鍋っこサービスもあり

ますよ！

　森吉山の魅力を語り尽くすフォーラムと親

子で楽しめる雪まつりを開催します！ 

　冬の阿仁で楽しい一日を過ごしましょう！ 

◇フォーラム会場（阿仁ふるさと文化センター）か

　ら阿仁スキー場へはシャトルバスも出ます 

◇阿仁合までは、ぜひ秋田内陸線をご利用く

　ださい！ 

◇「フォーラム」、「雪っこまつり」とも事前申

　し込みは不要です 

　北秋田市が産出量日本一と言われる「珪藻土」の

特性を広く認識してもらい、地域活性化の財産と

してまちづくりに活かしていけるよう、「珪藻土」

に関する事例発表や議論をとおして、「珪藻土」を

核とした地域活性化について考えます。 

　どうぞ、ご参加ください。参加無料です。 

内容　▼事例発表　野口康彦氏（昭和化学工業
K.K.工場長）／村上英樹氏（秋田大学講師）／日高

伸氏（秋田県立大学教授） 

▼パネルディスカッション　テーマ「珪藻土の新

たな活用による地域活性化」／コーディネーター

＝関根紳仁氏（(財)あきた企業活性化センターゼネ

ラルマネージャー）／パネリスト＝津谷市長、他４
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お・知・ら・せ ＝お申し込み　　＝お問い合わせ 申 問 

 

　
防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
試
験 

▼
一
般
曹
候
補
生（
第
１
回
、男
女
） 

受
付
　
２
月
１
日（
火
）〜
５
月
６
日（
金
） 

試
験
日
　
５
月
21
日（
土
） 

試
験
会
場
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す 

応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
／
18

歳
以
上
〜
27
歳
未
満（
高
校
生
を
除
く
） 

▼
自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
男
女
） 

①
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生 

応
募
資
格
　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
、
大
学

院
に
お
い
て
正
規
の
課
程
を
２
年
以
上
修

め
、
修
士
の
学
位
を
受
け
た
者
（
見
込
み

含
む
）に
つ
い
て
は
28
歳
未
満 

②
歯
科
幹
部
候
補
生 

応
募
資
格
　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
、
大
学

に
お
い
て
正
規
の
歯
学
課
程
を
修
め
卒
業

し
た
者（
見
込
み
含
む
） 

③
薬
剤
科
幹
部
候
補
生 

応
募
資
格
　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
、
大
学

に
お
い
て
正
規
の
薬
学
課
程
を
修
め
卒
業

し
た
者（
見
込
み
含
む
） 

《
共
通
事
項
・
幹
部
候
補
生
》 

受
付
　
２
月
１
日（
火
）〜
５
月
６
日（
金
）

試
験
日
　
５
月
14
日（
土
）筆
記
試
験
／
５

月
15
日（
日
）筆
記
式
操
縦
適
性
検
査
※
飛

行
要
員
希
望
者
の
み 

　
　
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館
出

張
所
　
�

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８ 

お
知
ら
せ 

申 

問 

①南鷹巣団地・・・鷹巣字平崎上岱13-2 
　･簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 
　･簡易耐火２階建　２ＬＤＫ　浴槽・風呂釜なし 
　月　額　9,200円～26,900円　※６戸募集 
②林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★ 
　木造平屋１戸建　３ＤＫ 
　月　額　9,600円～18,800円 
③上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★ 
　木造平屋１戸建　４ＬＤＫ 
　月　額　42,000円～73,000円 
④冷水岱団地･･･米内沢字冷水岱94-1 
　木造平屋長屋建　１ＬＤＫ 
　月　額　17,300円～34,100円 
⑤陣場岱第２団地･･･阿仁前田字陣場岱22-4 
　木造平屋２戸建　１ＬＤＫ 
　月　額　10,800円～21,200円 
⑥上野第２団地･･･米内沢字桐木岱311-1★ 
　木造平屋１戸建　３ＬＤＫ 
　月　額　22,200円～43,600円 
⑦畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147 
　･木造平屋長屋建　１ＬＤＫ 
　･木造平屋長屋建　３ＬＤＫ★　※２戸募集 
　月　額　19,400円～54,000円 共益費 200円 
⑧上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 
　木造２階２戸建　３ＬＤＫ 
　月　額　16,400円～32,300円  
⑨東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1 
　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽なし 
　月　額　10,500円～20,700円 
⑩サンコーポラスなかたい住宅 
　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1 
　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ 
　月　額　43,100円　共益費　800円 
　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ） 
　〔募集戸数〕　各階１戸 
※★印の住宅は単身入居不可です 
【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金） 
【入居資格】 
・収入基準を満たすこと 
・住宅に困窮していることが明らかなこと 
・公租公課を滞納していないこと 
【募集期間】　２月１日（火）～10日（木）土日除く 
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／
合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター 

市営住宅
入居者募集

【現地案内】 

　日時　２月４日（金）又は７日（月） 

　▽森吉地区 9:00～　▽阿仁地区11:00～ 

　▽鷹巣地区13:30～　▽合川地区15:30～ 

問 都市計画課 建築住宅班　�72-5246

【共済期間】　平成23年４月１日～平成24年３月31日 

※４月１日以降の申込みは、申込日翌日からの共済期間です 

【申込受付期間】　平成23年２月１日～ 

※掛金を添えて下記の受付窓口で申込みください 

【受付窓口】　市役所生活課または各総合窓口センター、各出

張所、秋田銀行、北都銀行、郵便局 

　　生活課地域推進班�62-6628　または各地区総合窓口センター 

～万一の事故に備えて、どなたでも入れます（１人１口）～ 

「交通災害共済」「交通災害共済」「交通災害共済」「交通災害共済」「交通災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」

 

年間掛金 ４００円（１人） 

入院（１日につき）・・2000円 

通院（１日につき）・・・800円 

死亡・・・・・・・・・・・100万円 

後遺障害・・50万～100万円 

交通災害共済

入院（１日につき）・・1100円 

通院・・・・・・・・対象外です 

死亡・・・・・・・・・・・60万円 

後遺障害・・・・30万～60万円 

不慮の災害共済

年間掛金 ６００円（１人） 
共済金内容 共済金内容 

※入院・通院の共済金は、

最低補償額１万５千円～最

高20万円。通院１日でも請

求できます。 

※入院の共済金は、最低補

償額１万５千円～最高11万

円。入院１日でも 

請求できます。 

注１：平成23年度の小学１年生は、１年間に限り交通災害

共済掛金が無料です（不慮の災害共済は除きます） 

注２：交通災害共済では、共済金の請求に自動車安全運転

センターが発行する交通事故証明書の添付がない場合、共

済金が５割減額されます 

平成平成2323年度年度平成23年度

に加入しましょうに加入しましょうに加入しましょう

問 

　平成23年１月より市ホームページにおいて、市の産業情

報データベース及び特産品情報データベースの運用を開始し

ました。市の商工事業者の情報及び特産品の情報を掲載して

いますので、ぜひご活用ください。 

　掲載を希望する事業者はお問い合わせください。特産品に

ついては、市の推奨認定特産品のみの掲載です。 

■産業情報データベース 

URL: http://www.city.kitaakita.akita.jp/industdb/kigyojoho.html 

■特産品情報データベース 

URL: http://www.city.kitaakita.akita.jp/industdb/tokusanhin.html 

　　商工観光課商工労働班　�72-3112問 

運用開始
北秋田市�産 業 情 報データベース

特産品情報データベース

北秋田市職員採用試験
〜米内沢診療所職員を募集します〜

看護師

【受験資格】　昭和26年４月２日以降に生まれ

た者であって、看護師（看護師又は准看護士）

の資格を有し、かつ、実務経験を有する者 

試 験 日　２月20日（日）  

試験会場　北秋田市役所 

試験内容　作文、面接試験 

配布・申込期間　１月24日（月）～２月10日（木） 

配布・受付場所　市役所総務課 

※申込み用紙を郵送で請求する場合は、封筒の表に、

「職員採用試験（試験区分○○）申込用紙請求」と

朱書きし、宛先を明記して14０円切手を貼った

返信用封筒（Ａ４サイズ）を必ず同封してください 

受験案内書・申込用紙配布

〒018-3392　北秋田市花園町19-1 

総務課職員班　�62-6602

試験日・試験会場・試験内容

請求先・問い合わせ

臨床検査技師

【受験資格】　昭和26年４月２日以降に生まれ

た者であって、臨床検査技師の資格を有し、か

つ、実務経験を有する者 

診療放射線技師

【受験資格】　昭和26年４月２日以降に生まれ

た者であって、診療放射線技師の資格を有し、

かつ、実務経験を有する者 

理学療法士

【受験資格】　昭和26年４月２日以降に生まれ

た者であって、理学療法士の資格を有し、かつ、

実務経験を有する者 

事務職員

【受験資格】　昭和26年４月２日以降に生まれ

た者であって、高校卒業以上の学歴を有し、か

つ、医療事務の実務経験を有する者 

　平成22年１月から12月までに締結（公告）され

た賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は、以

下のとおりです。 

平成２２年�北秋田市農地賃借料

農地賃借料（水稲の部）

地域名 

旧鷹巣町 

旧合川町 

旧森吉町 

旧阿仁町 

北秋田市平均 

平均額 

15,300円 

13,000円 

12,700円 

 6,300円 

13,900円 

最高額 

26,000円 

21,200円 

20,000円 

10,000円 

-

最低額 

5,000円 

4,800円 

4,100円 

3,900円 

-

データ数 

852 

495 

224 

 55 

1,626

※１　データ数は、集計に用いた筆数です 

※２　賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60㎏当

　　　たり12,000円に換算しています 

※３　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としてい

　　　ます 

※４　「北秋田市平均」の平均額は、各地域の平均値（四捨

　　　五入前）をデータ数により加重平均した値です 

※５　地区ごとの全貸借料データの平均値±(平均値×

　　　70％)を越えるものを除いています 

　　北秋田市農業委員会事務局　�62-6609問 

広報きたあきた　23.　2.　125 24広報きたあきた　23.　2.　1
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人口と世帯数

※12月31日現在住民基本台帳による 

総人口　37,213人（40人減） 

　男　　17,492人（20人減） 

　女　　19,721人（20人減） 

出　生　17人　転　入　38人 

死　亡　52人　転　出　43人 

世帯数  14,567世帯（７世帯減） 

前月比 

お
二
人
の
前
途
を 

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す 

三

浦

剛

司

 

成

田

玲

奈

 

た

け

し

 

れ

な

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

松

葉

町

  

太

田

 

（ 

工

藤

健

太

郎

 

松

嶋

美

希

 

け

ん

た

ろ

う

 

み

き

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

小

田

 
 

秋

田

市

 

（ 

近

藤

将

史

 

佐

々

木

　

梓

 

ま

さ

ふ

み

 

あ
ず
さ
 　
さ
ん 

　
さ
ん 

小

ヶ

田

  

北
中
家
下 

（ 

河

田

準

光

 

成

田

　

茜

 

じ
ゅ
ん
こ
う
 

あ
か
ね
 　
さ
ん 

　
さ
ん 

住

吉

町

  

新
屋
敷
町 

（ 

藤

嶋

祐

司

 

嘉

成

奈

々

子

 

ゆ

う

じ

 

な

な

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

太

田

 
 

大

館

市

 

（ 

柏

木

一

吉

 

上

下

明

美

 

か

ず

よ

し

 

あ

け

み

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

中

道

岱

  

岩

手

県

 

（ 

泉

谷

友

貴

 

遠

藤

亜

希

子

 

ゆ

う

き

 

あ

き

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

大

沢

 
 

七

曲

 

（ 

２
月
の
休
館
日 

■
鷹
巣
図
書
館
�

62-

３
３
１
１ 

■
森
吉
図
書
館
�

72-

３
１
９
２ 

　
（
２
、９
、11
、16
、20
、23
日
） 

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
�

78-

９
２
９
０ 

　
（
５
、６
、11
、12
、13
、19
、20
、26
、27 
日
） 

■
ひ
ま
わ
り
の
家
�

78-

４
０
２
５ 

　
（
７
日
、14
日
、21
日
、28
日
） 

 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28

曜 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 
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電話番号 

62－2882 

63－0105 

62－1146 

62－1101 

62－7001 

62－1155 

62－7001 

69－5300 

62－1400 

78－3161 

62－2261 

63－0515 

63－2700 

69－7311 

60－1055 

82－2351 

72－4501 

62－7001 

62－2882 

62－1146 

62－1155 

63－0105 

62－1400 

78－3161 

62－2261 

62－1101 

69－7311 

63－0515

医 療 機 関 名  

藤 原 医 院  

佐々木産婦人科医院 

奈 良 医 院  

盛 岡 外 科 医 院  

北 秋 田 市 民 病 院  

近 藤 医 院  

北 秋 田 市 民 病 院  

毛利整形外科クリニック 

石川耳鼻咽喉科医院 

国民健康保険合川診療所 

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

児玉内科クリニック 

うえだクリニック  

阿 仁 診 療 所  

公立米内沢総合病院 

北 秋 田 市 民 病 院  

藤 原 医 院  

奈 良 医 院  

近 藤 医 院  

佐々木産婦人科医院 

石川耳鼻咽喉科医院 

国民健康保険合川診療所 

津 谷 内 科  

盛 岡 外 科 医 院  

児玉内科クリニック 

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する

方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け

る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし

ていません。年齢・病気の病状にかかわらず

事前に当番医へ電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間 午後６：３０～９：００） 

浴室 寝室 

寝室 
子供 
寝室 階段 

台所 

任意設置

居間 

設
置

義
務

設
置

義
務

設
置

義
務

設
置
義
務

任意設置

住宅用火災警報器
�を設置しましょう！

設 置 義 務 化

平成23年６月から

■対象　自治会や町内会、婦人防火クラブ等の共同購入 
■金額　１世帯あたり300円を自治会等へ交付 

消防本部 �62-1119　または各分署まで 

　住宅用火災警報器は、大切な家族や財産を守る小さな見

張り番です。当消防本部管内でもガスコンロの付け忘れを

住宅用火災警報器が感知し、火災を未然に防いでいます。 

住宅用火災警報器の補助事業は、３月31日まで

問 
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の納期限 税 ２月28日まで■国民健康保険税第８期 
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土
曜
、日
曜
、祝
祭
日
は
全
科

休
診
し
ま
す 

▼
休
診
や
診
療
日
変
更
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

　
　
　
（
�

は
24
時
間
受
付
） 

▼
耳
鼻
咽
喉
科
（
休
診
日
） 

　
休
診
＝
２
月
16
日（
水
）
　 

　
午
後
休
診
＝
２
月
14
日（
月
） 

　
　
　
　
　
　
２
月
23
日（
水
） 

▼
神
経
内
科
（
休
診
日
） 

　

休
診
期
間
＝
２
月
21
日（
月
）

　
か
ら
３
月
11
日（
金
）ま
で 

▼
整
形
外
科
（
時
間
変
更
） 

　

２
月
か
ら
月
曜
日
は
、午
後

　
診
察
に
変
更
し
ま
す 

　
受
付
時
間
＝
13
時
30
分
か
ら

　
15
時
30
分
ま
で 
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�

前売開始２月５日（土）

時�間　10時〜13時（９時受付開始）時�間　10時〜13時（９時受付開始）

会�場　県立北欧の杜公園

２月２７日（日）２月２７日（日）

どなたでも参加できます�

自分の体力に応じたコースを歩きます�

（１щ、３щ、５щ、８щのコースから）�

○歩くスキー用具一式

○スキーのできる服装、着替え、昼食

※貸しスキーは用意していません

２００円

昼食後に抽選会（たくさんの賞あり）

参加者全員に参加賞と豚汁のサービス

申込書は市内各体育館にあります

２月１７日（木）まで合川体育館へ

※申込みは申込書でお願いします（FAX可）

　７８-２１７８　　７８-２１７３

対　象

内　容

�

持ち物

　

　

参加費

特別賞

参加賞

その他

申込み

第３１回第３１回

会�場　県立北欧の杜公園 もちっこ市もちっこ市

会�場　綴子「大太鼓の館」駐車場会�場　綴子「大太鼓の館」駐車場

第１７回第１７回

切り餅・よもぎ餅・大福・干し餅・さくら餅など各種餅を販売！切り餅・よもぎ餅・大福・干し餅・さくら餅など各種餅を販売！

もちっこ市もちっこ市
県民歩くスキーのつどい県民歩くスキーのつどい県民歩くスキーのつどい県民歩くスキーのつどい

２/１２(土)�
１３(日)

２/１２(土)�
１３(日)

２/１２(土)�
１３(日)

時 間　９時〜16時（13日は15時まで）

内 容　○セレモニー、餅まき（12日９時〜）�

　 　　○餅つき（両日）�

　 　　○手作りの餅・漬物ほか特産品販売

　 　　○おしるこの無料サービス（数量限定）

　 　　○藤里町出店（２市町間交流）

時 間　９時〜16時（13日は15時まで）

内 容　○セレモニー、餅まき（12日９時〜）�

　 　　○餅つき（両日）�

　 　　○手作りの餅・漬物ほか特産品販売

　 　　○おしるこの無料サービス（数量限定）

　 　　○藤里町出店（２市町間交流）

駐車場が混み合いますので無料シャトルバスをご利用ください

９：００　 → 
１０：００　 → 
１１：００　 → 
１２：００　 → 
１４：００　 → 
１５：００　 → 

９：０５　 → 
１０：０５　 → 
１１：０５　 → 
１２：０５　 → 
１４：０５　 → 
１５：０５　 → 

９：１０　 → 
１０：１０　 → 
１１：１０　 → 
１２：１０　 → 
１４：１０　 → 
１５：１０　 → 

９：２０ 
１０：２０ 
１１：２０ 
１２：２０ 
１４：２０ 
１５：２０ 

市役所　　　�鷹ノ巣駅前　　��旧秋北バス　���大太鼓の館

■行き（各停留所出発時刻）

■帰り（大太鼓の館出発時刻）

９：３０/１０：３０/１１：３０/１３：３０/１４：３０/１６：００ 

 （問）市鷹巣物産協会　　62-1851／商工観光課　　72-5243
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